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令和 7年 第 3回 東彼杵町議会定例会会議録 

 

令和 7年第 3回東彼杵町議会定例会は、令和 7年 9月 4日本町役場議場に招集された。 

 

1 出席議員は次のとおりである。 

1番 尾上 庄次郎 君 2番 児玉 隆行 君 

3番 構  浩光 君 4番 𠮷永 秀俊 君 

5番 大安 義和 君 6番 大石 俊郎 君 

7番 口木 俊二 君 8番 浪瀬 真吾 君 

 

2 欠席議員は次のとおりである。 

   な し 

 

3 地方自治法第 121条の規定により説明に出席した者は、次のとおりである。 

町     長 岡田 伊一郎 君 教 育 長 山口  厚   君 

副 町 長  三根 貞彦 君 会計管理者 工藤 政昭 君 

総 務 課 長 
髙月 淳一郎 君 

産業振興課長 
小林 竹哉 君 

兼 選挙管理委員会事務局長 兼 農業委員会事務局長 

税財政課長 楠本 信宏  君 建 設 課 長 森  英三朗 君 

長寿ほけん課長 前平 英利 君 水 道 課 長  岡木 徳人 君 

こども健康課長 氏福 達也 君 教 育 次 長 
岡田 半二郎 君 

町 民 課 長 
山下 勝之 君 

兼 給食センター所長 

兼 千綿支所長   

 

4 書記は次のとおりである。 

議会事務局長 井上  晃 君 主 任 書 記 梶川 美穂  君 

    

5 議事日程は次のとおりである。 

日程第 1 会議録署名議員の指名 

日程第 2 会期の決定 

日程第 3 一般質問 

 

6 散 会 
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開  会・開  議（午前 9時 29分） 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

 ただいまの出席議員数は 8名です。定足数に達しておりますので、これより令和 7年第 3回東彼

杵町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

これから諸般の報告をします。 

 はじめに、議長報告ですが、皆さんのお手元に配付しておりますので、朗読は省略します。 

次に、地方自治法第 235条の 2第 3項の規定により、例月現金出納検査の結果報告書が提出され

ておりますが、朗読は省略いたします。 

次に、議員派遣結果報告書について、口木議員から委員長研修報告書が、児玉議員から議員研修

報告書が提出されておりますが、提出者の報告は省略し配布のみとします。 

次に、総務厚生常任委員会所管事務調査の報告をお願いします。総務厚生常任委員長、大石俊郎

議員。 

○総務厚生常任委員長（大石俊郎君） 

私に代わりまして、体調不良のため喉、今後のために総務厚生常任副委員長、𠮷永秀俊議員に報

告させたいと思います、許可をお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 許可します。総務厚生常任副委員長、𠮷永秀俊議員。 

○総務厚生常任副委員長（𠮷永秀俊君） 

それでは、大石総務厚生常任委員長に代わり総務厚生常任委員会の委員会調査報告書を朗読いた

します。 

委員会調査報告書 

本委員会において、所管である総務課に関する調査を実施したので、会議規則第 76 条の規定に

より、次のとおり報告します。 

記 

1 調査事件 

地域おこし協力隊の活動報告について   

2 調査年月日 

令和 7年 7月 25日 

3 調査場所 

東彼杵町役場 議場 

4 調査内容及びその結果 

（1）地域おこし協力隊員 5 名（磯田 和紀氏、松野 隆太氏、萩原 大将氏、名和川 淳

氏、田中 すみれ氏）の方から、東彼杵町に応募された理由、現在の活動状況と今後の活動予

定及び本町での協力隊員終了後の計画、又は目標の 3 点について説明を受け、その後、質疑

応答を行いました。 
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地域おこし協力隊員はパワーポイント等を活用され、現在の活動状況を分かりやすく説明

をしていただきました。その説明を受けて各委員から積極的な質問が展開され、今後地域お

こし協力隊の活動進展に寄与できた活動報告となりました。 

（2）各地域おこし協力隊員の特色 

①磯田隊員 

ファーミライズの一員として、いちご栽培及びその PRに尽力しておられます。 

いちご品種は、ゆめのか及び天使のいちごを栽培しているとのことでした。 

②松野隊員 

教育委員会に配置され、スポーツフェスタ開催を活動目標としておられるとのことでし

た。 

③萩原隊員 

マリン事業を展開し、子ども体験等も計画し観光協会にお金が入ることを目標としてい

るとのことでした。また、エビの陸上養殖事業も行いたいとのことでした。 

④名和川隊員 

町内に在住しておられる外国人特定技能実習生の方々に対し、言葉の壁の解消や日本の

文化（ごみの出し方等）について、尽力していきたいとのことでした。 

⑤田中隊員 

ひとこともの公社に派遣され、町内の地域おこし協力隊の方々が活動しやすい環境づく

りに貢献していきたいとのことでした。以上で、報告終わります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

以上で、総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

 次に、産業建設文教常任委員会調査の報告をお願いします。産業建設文教常任委員長、大安義和

議員。 

○産業建設文教常任委員長（大安義和君） 

委員会調査報告書 

本委員会において、所管である町内河川に関する調査を実施したので、会議規則第 76 条の規定

により、次のとおり報告します。 

記 

1 調査事件 

町内河川（彼杵川、千綿川、江の串川）の現状について 

2 調査年月日  

令和 7年 7月 25日 

3 調査場所 

彼杵川・千綿川・江の串川 

4 調査内容 

町内の 3 河川を、長崎県県北振興局河川課職員、地元県議会議員、町建設課職員立会いの

もと現地確認を行い、河床の堆積状況や護岸の雑木等の繁殖状況などを調査しました。 

（1）彼杵川は、長崎県の令和 7 年度公共事業に「彼杵川外自然災害防止工事①」として護
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床工（町役場付近）及び堤防補強工（下川橋付近）が予算化してありました。 

＊地域住民の意見として、河川敷の渡石や河川公園は川の流れに支障をきたしている。ま

た、法面に生茂る雑木等の除去の要望がありました。 

（2）千綿川は、（1）と同様に「彼杵川外自然災害防止工事③（千綿川）」として、堤防補強

工（宿中橋～水神橋の間）が予算化してありました。 

＊地域住民の意見として、千綿川の護岸に「ダンチク」等が繁殖しており、大雨時には川の

氾濫に繋がるのではないかとの危惧されていました。 

（3）江の串川は、上記河川同様に河床の土砂や雑草等が川の流れの障害になっている場所

が散見され、地域住民も定期的な除去を行っているが、高齢化による作業の継続が困難

になってきているとの意見がありました。以上、産業建設文教常任委員会の報告を終わ

ります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

以上で、産業建設文教常任委員会の報告を終わります。 

これで、諸般の報告を終わります。 

 次に、町長の行政報告をお願いします。町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 おはようございます。 

本日、ここに令和 7年第 3回東彼杵町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆さま方に

おかれましては、ご健勝にてご出席を賜り、定刻開会いただきまして誠にありがとうございます。 

 今議会におきまして条例の一部改正 5 件、条例の廃止 1 件、財産譲与 1件、財産処分及び取得 1

件、補正予算 2件、歳入歳出決算認定 7件、購入 2件、請負契約 1件、選任 1件、推薦 2件、報告

5 件をお願いをいたしているところでございます。何卒慎重にご審議の上、適正なるご決定を賜り

ますようお願い申し上げます。 

 最初に、8月 10 日の大雨につきまして、気象台からの情報が錯綜いたしまして、大雨の警戒本部

設置が 21時となりました。併せて、自主避難に備え、総合会館に職員を配置をいたしております。 

21 時 08 分に大雨警報、22 時 42 分に土砂災害警報、23 時 40 分に洪水警報が発令されましたが、

気象庁発表のキキクルの危険度分布などを考慮し、真夜中の移動は危険であるとの判断から、避難

指示は発令はいたしませんでした。 

その間の雨量は 20 時から 21 時まで 20 ㎜、その後 22 時まで 39 ㎜、23 時まで 44 ㎜となってお

ります。 

その日の最大雨量を記録し、24 時まで 11 ㎜と 4時間の総量が合計 114 ㎜となっているところで

ございます。 

11 日は 5時から 6時まで 12 ㎜、7時で 19 ㎜の雨量でございましたが、幸いにして大きな被害は

発生をいたしておりません。 

しかし、最近は想定外の線状降水帯が発生したりしていますので、今後とも引き続き気象情報を

注視してまいりたいと思っています。 

次に、オランダ大使が 8月 7日に本町を訪問をしていただきました。 

東彼杵町は、江戸後期にオランダ商館医であるシーボルトが、画家の川原慶賀に彼杵港を描かせ、
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その絵がオランダのライデン市国立博物館にあることなど歴史的な繋がりと、9 月 11 日に大阪関

西万博で彼杵小と千綿小の 6年生がオランダ王国パビリオンでのお茶会を実施することもあり、大

使に訪問をしていただいたところでございます。 

現在、そのぎ茶も輸出されていますし、オランダからも 1 名移住をしていただいていますので、

今後、引き続きの交流を模索してまいりたいと考えているところでございます。 

次に、千綿宿郷の○○さんが 8 月 24 日から行方不明になられており、海上は警備艇、巡視船、

空は県警ヘリで捜索されていましたが、発見することができず、8月 29 日にご家族の方から消防団

への捜索依頼がありました。 

町といたしまして、浦団長以下本部団員、管轄の 3 分団、近隣の 2 分団・4 分団に出動要請を行

いましたが、未だ発見に至っていません。 

それでは、配付いたしております資料の中から主なものをご説明させていただきます。 

はじめに、6 月 20 日川棚警察署に出向き、テクノパーク出入口交差点の千綿宿地区から国道 34

号に出る信号機の位置が高すぎて見づらいとの要望がありましたので、交通課長に位置の変更を申

し入れました。 

その後、役場の担当者と現地立会いが行われ、川棚署としても事故防止の対策を講じる必要があ

るとの回答を得ています。 

7 月 17 日、町内の地名である千綿さんの婚姻届が提出されました。 

元々特別町民に登録されておりまして、名字と同じ千綿駅が気に入られ、自分たちのやり方で東

彼杵町を盛り上げたいということで話されていました。 

8 月 25 日、東彼杵道路建設促進期成会で、早期着工につきましての要望を県知事・県議会へ行い

ました。 

本町から、浪瀬議長、県議会からは初手議員他、関係自治体選出の議員にも同席していただきま

した。 

要望の中で、宮島佐世保市長や浪瀬議長から、東彼杵町の大規模工業団地整備計画に言及してい

ただき、企業進出の効果を県北地域のみならず、県全体へ波及するために、東彼杵道路の早期着手

は必要不可欠であるとの発言を頂き、また、その他大村市長からは、長崎空港を最大限活用し、イ

ンバウンド効果を高めるためにも、早期の事業着手を重ねて要望されたところでございます。 

私も国道 205 号は片側 1車線で、災害や交通事故等で通行止めになることが多々あり、やはり命

の道としても、ダブルネットワークが必要不可欠であるとの意見を申し述べたところでございます。 

山口県土木部長並びに外間県議会議長も必要性は十分認識しているので、機会あるごとに発言し

ていくとの回答でしたので、各自治体も国交省、財務省への要望活動をなお一層展開していかなけ

ればなりません。以上で行政報告を終わります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 以上で、町長の行政報告を終わります。 

これから議事に入ります。 

 

日程第 1 会議録署名議員の指名 
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○議長（浪瀬真吾君） 

日程第 1、会議録署名議員の指名を行います。本定例会の会議録署名議員は、会議規則第 125 条

の規定により、3番、構浩光議員、4番、𠮷永秀俊議員を指名します。 

 

日程第 2 会期の決定 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

 日程第 2、会期の決定の件を議題にします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から 9月 19日までの 16日間にしたいと思いますが、ご異議ありません

か。 

[｢異議なし｣ と呼ぶ者あり] 

○議長（浪瀬真吾君） 

異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、本日から 9月 19日までの 16日間に決定

しました。 

 

日程第 3 一般質問 

 

○議長（浪瀬真吾君）   

 日程第 3、一般質問を行います。 

質問時間は執行部の答弁を含めて 60 分以内。制限時間の 2 分前には告知ベルを鳴らします。な

お、質問、答弁ともに簡潔明解にお願いします。 

順番に発言を許します。はじめに、6番、大石俊郎議員の発言を許します。6番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 おはようございます。 

 では、トップバッターをきって質問させていただきます。 

 質問に入る前に、通告書の一部修正をお願いします。 

1 の（2）通学費助成金とありますけども、通学費の「「費」を削除してください。これは役場の文

書に忠実に訂正させていただきました。以上であります。 

では、通告書を読み上げます。 

 1、委員会審査報告書（議案第 28号）意見に対する対応について 

令和 7 年度東彼杵町一般会計予算の委員会審査結果報告の中で、いくつかの意見がありました。 

その意見への町長の対応についてお伺いします。 

（1）「記念石碑運搬工事は、関係者への意見を聴取し、移設の方法及び廃止を含め慎重に検討され

たい」とありました。 

 ア その後、関係者への意見聴取はなされましたか。 

 イ 移設の方法及び廃止を含め、その検討はなされましたか。 

（2）「通学助成金については、公共機関を利用されている学生等には助成されているが、私有車で
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通学されている学生等についても助成の検討をされたい」とありました。 

 その検討はなされましたか。 

（3）「工場等設置奨励補助金の必要性は認めるが、補助金額（3000 万円）の妥当性について町民

の理解が得られるよう検討されたい」とありました。 

 その検討はなされましたか。 

2、専決処分に関する報告について（報告第 20号） 

この報告は、事故の和解及び損害賠償額の決定についてでありました。 

その事故の概要は「令和 7年 3月 14日午後 3時 30分頃、町職員、これは地域おこし協力隊員で

あります、が業務のため法人所有の車両を運転し、狭い路地の交差点を左折したところ、曲がり切

れずに民家の軒先と車両左側が接触し、軒先と車両側面を損傷した」ものでありました。 

町当局は、その事故を受けて町内在住の方（民家保有者と車両所有者）に対し、46 万 2100 円を

損害賠償したものです。 

この報告事項について、当時、質問したい事項がありましたが、議長の「報告事項であり、質問

することは許可できません」ということを踏まえて、今回の一般質問に至りました。 

質問事項は下記 5点です。 

（1）町職員が、法人所有の車両を運転するに至った業務の内容は何だったのでしょうか。 

（2）町職員に対し、法人所有の車両を運行することを命じた上司はどなただったのですか。 

（3）勤務時間中に、町職員が法人所有車両を運転することを可能とする根拠は何でしょうか。 

（4）損害額は車両及び家屋それぞれ、いかほどだったのでしょうか。 

（5）通常、車両事故を起こせば、警察への通報が必要となりますが、警察への届出はなされまし

たか。以上で、登壇での質問を終わります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 それでは、大石議員の質問にお答えいたします。 

まず、大きな 1番目の委員会審査報告書意見に対する対応についてお答えをいたします。 

1 点目のアの関係者への意見聴取がなされたかについてお答えをいたします。 

ご親族への意見聴取はまだこれからでございます。今後の取り扱い等が正式決定後にお話をさせ

ていただこうと考えているところでございます。 

次に、移設の方法は検討されたかについてお答えをいたします。 

長崎県庁のような形式にしたいと検討いたしております。 

県庁では、名誉県民の紹介を玄関ホールの少し高い場所に顔写真付きパネルに名前を掲載し、紹

介をしてあります。 

よって、現状の大きな石碑の移転は、経費及びスペースの面で考えておらず、処分する方向で考

えているところでございます。 

次に、2 点目の遠距離通学助成金の車利用者への助成でございますが、今年度から実施する方向

で検討をいたしております。 

現在、金額及び確認の仕方をどうするか、最終的な協議を行っているところでございますが、最
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終日に他の事案と合わせて、全員協議会でご説明をさせていただきたいと考えているところでござ

います。 

次に、3点目の工場等設置奨励補助金の妥当性についてお答えをいたします。 

県など同類の助成金を参考に、設備投資額、地元新規雇用者数などをもとに算出したいと考えて

いるところでございます。 

いずれも正式な事業計画が確定後にお示しをしたいと考えているところでございます。 

次に、大きな 2点目の、専決処分に関する報告についてお答えをいたします。 

まず 1点目の法人所有の車両を運転するに至った業務の内容についてお答えをいたします。 

当該町職員は地域おこし協力隊員です。いちごの栽培技術習得やPRなどを主な業務としており、

普段から法人のキッチンカーを運転し、各地で PR 活動を行っています。 

今回はキッチンカーのデザイン変更に関する打ち合わせのために車両を業者に持ち込んでいま

した。 

次に、2点目の「「法人所有の車両を運行することを命じた上司は」についてお答えをいたします。 

法人に地域おこし協力隊への技術研修や隊員活動のサポートなどをお願いしており、法人所有の

車両の運転は隊員自らの意思であったり、法人からの指示により運転をしているところでございま

す。 

次に、3点目の「「法人所有車両を運転することを可能とする根拠は」についてお答えいたします。 

明確な規定はありませんが、当該地域おこし協力隊の活動内容から、必要な範囲で法人所有の車

両を運転することは問題ないものと考えているところでございます。 

今回の件で言えば、活動ミッションであるいちごの PR 業務に関して、法人所有車のキッチンカ

ーを使用した PR活動でございました。 

次に、4点目の損害額はどのくらいかと警察への届け出はしたのかについてお答えをいたします。 

車両が 1万 2100 円、家屋が 45 万円でございました。 

事故直後、本人は法人に連絡し、法人代表者とともに現場対応しましたが、警察への届けはして

おりませんでした。 

また、現場対応後に町担当職員へ報告をいたしていますが、既に損傷した屋根の応急処置などを

実施したとの内容で、時間も経過していたことから、警察へ事故報告の有無については確認してい

ませんでした。 

今回の件に関しましては、9 月 1 日に川棚署が受理をされ、9 月 2 日、本人が警察署に出向き、

口頭指導を受けておるところでございます。 

今回の件につきましては大変遺憾であり、今後、法令遵守を指導してまいりたいと考えていると

ころでございます。以上で、登壇しての回答を終わります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 まず、1番目の委員会審査報告書（議案第 28号）から町長にお尋ねしていきたいと思います。 

関係者への意見聴取はしていないということでございました。 

そして、この記念石碑、処分する方向で検討しているということでございました。 
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そして、県の対応がやってる今までのやつに大体準じた。今後、新庁舎ができた時に、そういう

方向でやっていきたい。私はこの岡田町長のその方向、是としたいと思います。是非、その方向で、

処分する方向でやられてください。 

次、②通学助成金についてでございました。 

助成、通学助成金については検討する方向で今考えているということでございます。 

そして、今回、定例会の最終日 19 日の日に全員協議会開いて、この問題について議員各位の意

見を聞きたいということでございましたので、その全協の結果を待ちたいと思います。 

次に、工場等設置奨励金 3000 万円について。 

これについてですね、実はこれ、総務課長から前回この根拠は何でしたかということで頂いた資

料がここに手元にございます。 

この根拠はですね、この 3000 万円補助金を出したという根拠は、東彼杵町工場等設置奨励条例、

平成 21年 10 月 1 日、条例第 28 号。この条例を根拠にしてマックスバリュ進出 3000 万円の予算が

なされております。 

これのですね、ちょっと議員各位も、この条例がどのような条例になっているかっちゅうことを

承知しておられない議員もおられます。ちょっと時間を割いて、説明をさせてください。議長よろ

しいでしょうか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 はい。6番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 ではですね、これのですね、奨励措置は条例第 4条にこれより述べてあります。 

町長は、町内に工場等を新設し、又は増設する者で町長の要請によるもの又は町長が適当と認め

るものに対し、次に掲げる奨励措置を行うことができる。 

その中に（1）として固定資産税の課税免除、今回もありましたですね、マックスバリュ固定資産

税の免除。そして（2）に固定資産税の不均一課税、これちょっとどういう意味かよくわかりませ

ん。 

次、大きく第 4条の 2番目に、町長は、前項の奨励措置のほか、「（町内に工場を持ち、）工場等を

新設し、又は増設する者で、本町産業構造の改善、地場産業の振興、雇用の創出等に資するものに

ついて、ここは次が大事です、予算の範囲内で、予算の範囲内で、次に掲げる特別奨励措置を行う

ことができる。こうなってます、予算の範囲内で。 

どういうことかっちゅうと、まず（1）次にどういうことかと、工場等設置奨励金の交付、ここは

ポイントになっているわけでございます。工場等設置奨励金。工場等ということですから、工場等、

マックスバリュも工場等に含めようという町の考え方だと思います。 

次、大きな 3 番目に、前項に定める奨励金の交付額は、次がポイントです、「長崎県知事が交付

を決定した」長崎県知事ですよ。長崎県知事が交付を決定した長崎県工場等設置奨励条例第 3条第

2 項第 1 号に係る工場等設置補助金算定に準じ、算定に、これ県の県知事が、その工場等設置補助

金算定に準じ、次の各号で算出額の合計額とし、最高限度額は 1 億円。そこで 3000 万円というの

が、金額が出てきたのかなと思います。 

次に、（1）長崎県誘致企業工場等、マックスバリュが長崎県誘致企業に該当するかどうかポイン
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トなんですね。 

設置特別奨励措置に係る誘致企業生産施設等整備補助額の 10％以内、10％以内ですよ。ですね。

10％以内となると 1000 万になるのか。これ、私の解釈、どうなのかなという、3000 万円がどうな

のかなと思います。 

（2）長崎県誘致企業工場等設置特別奨励措置に係る新規雇用促進補助金の算定対象となった者

の内、本町に住所を有する者 5 人以上、又は常用雇用者の 10 分の 2 以上に相当する人数を新規に

雇用した場合、本町に住所を有する新規雇用者、常用雇用者 1 人につき 30 万円、例えば 5 人採用

したとなると150万円ということになりますね。まだマックスバリュは進出してないわけですから、

常用、この、なんですか、5人以上、あるいは常用雇用者 10 分の 2以上、これもまだ定かではない

ということになってまいります。 

4、大きな 4 項にその他の者にあっては前項に準じ、予算の範囲内とし、最高限度額約 1 億円。

これの根拠をもとにしてやられた。この、私が今読み上げたことを根拠にして算出、この 3000 万

円を算出されたかどうか、町長にお伺いします。この根拠でよろしいんでしょうか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 先ほど大石議員がおっしゃった 4項ですね、その他の者にあたっては、前項に準じ、予算の範囲

内として最高限度額は 1億円ということはもう間違いございません。 

ただ、児玉議員の時にですね、昨年 12 月議会の時に答弁をさせていただいていると思うんです

けれど、投資額が約 5億円と聞いておりますので、建物が 3億 5000 万、償却資産が 1億 5000 万で

回答をして、その中での算出を出しているところでございますけれども、今ですね、若干、進出が

遅れておりまして、まだはっきり決まっていないもので、およその予算の範囲ということで出して

おりますけれども。 

実はイオン九州の本部の方、長崎、名前を出してちょっと申し訳ないんですけれども、さっき出

ましたから、そういう感じですね、新聞にも載りましたけれど、長崎市のジョイフルサンというス

ーパーがありまして、何店舗買収に入られたんですよね。その方にちょっと、たぶん資金の計画の

中で、そっちの方に行ったんじゃないかなという、これは長崎新聞も出ましたからですね。 

そういう形で、若干遅れているという報告で、福岡から、本部からお見えになってあっちの方に

お話をされていました。 

なんとか、まだ 9 月ぐらいまでには、9 月末ぐらいまでですね、方向性が示されるだろうという

ことで、またもう一度本町にお見えになると思います。 

これはもう、福岡の本部の方でございましたので、前向きに検討していくということを、私たち

も町民の皆さんから、いつなのかいつなのかってお聞きになるものですから、一応大石議員からも

あっていたように、私が出向きますと言いましたけど、向こうから出てまいりますということで、

本部の方から来られてですね、お話をさせていただいたところでございますが、とにかく前項の予

算の範囲ということは今 3000 万ということは出してますけれども、果たしてどのぐらいの規模な

のかまだ確定してませんので、その辺を確定して順次、正確な情報が入れば、また議員さんに、全

協何々で報告させていただいて、進めさせていただければと思っておりますので、よろしくお願い
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します。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 名前を、町長、ちょっと出されて、これ出せませんという話は、総務課長あたりから出てきたん

ですけど、これ名前出していけませんって言ったってですよ、今年の町広報紙 1月を読まれてくだ

さいよ。全町民の各家庭に配られたんですよ。そこの中にマックスバリュという名前が明確に出て

おります。そして、町長は、ようやくこのマックスバリュは町実現の運びとなりましたとも言い切

っておられるんですよ。 

ある議員は、これはマックスバリュは出てこなかったら、ある自治体の懇談会の時、町長は町民

に聞かれたんですよ。ある議員はですね、「「これはそれが出てこなかったら町長は切腹もんたい」と

言うて笑いが出たんですけどね。これはオーバーな表現なんですけども。 

そのくらい言い切っておられますから、もう名前を、もし出されなかったら出す出さないじゃな

くて、もういいんじゃないですか、マックスバリュ。もう、もう、その点について、それでなけれ

ばですよ、町の広報紙訂正を出さないといかんですよ。 

もう町民の人はみんなマックスバリュ、マックスバリュといって、もういつ、いつ来るかいつ来

るかという話で、今、話、話題がそっちの工業団地とですね、マックスバリュこの 2つに、もう今

関心が寄せられていることは事実です。町長、いかがでしょう。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 名前が出たのはですよ、向こうから話があったものですから、その時は町内だけはいいだろうと

いうことで、町内だけ出しましたけど。公に外に出せばですよ、また他のその進出企業もございま

して、その兼ね合いがあって、町内だけに留めてくれということだったものですから、外に出して

言うのは出せませんけれど、町内だけはそういう形であります。 

私が勝手に作って言ったわけじゃなくて、交渉の中でもうそれは出していいという話になってて、

出してから、その後また色んな経済情勢が変わったり、他の県内でも進出企業があったりして、そ

ういう、その条件が入ってまいりましたので、それは企業としてもアメリカの政策なんかもありま

してですね、民間事業としてやっぱりそういう将来的な方向を見据えながら進行されておりますの

でお金を投資するのも、だからその辺は私はもうわかりましたと言ってるんですが、私が勝手に

元々作り話で出したわけじゃないということは、ちょっとそこで話させていただきたいんですが、

町内だけはいいだろうという条件だったもんですからですね、そういう形になったわけでございま

す。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 もう一つ、先ほど条例の根拠についてちょっと議員各位にも説明してなかったことがありますの

で、もう一つですね、関連した条文が、第 7条の中に、第 7条の第 2項第 3項に書いてありますか
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ら、ちょっとここ、皆さんに紹介しておきます。 

第 2項にはですね、町長も言われましたけれども、今度新しく商業店舗が進出する企業で、投下

固定資産額は 5000 万以上、又は新規常用雇用者の数が 10 人以上でならないという項目もありま

す。 

それから 3項には先ほど第 4条のお話をしましたけれども、工場等設置奨励金の交付は、次の各

号に掲げる要件全てに、全てに該当する者に対し交付することができる。 

要するに、投下固定資産額、先ほど町長言っておられた 5億ぐらい。ここには 3億円以上と明確

に書いてある。それには該当するわけですね。 

次に、（2）新規常用雇用者数 10 人以上。これも町内の、これ町内のことだと思いますけれども、

10 人以上でなければいけない。そういうことも書いてありますので、参考にされてください。 

では、この工場等設置についてですね、検討したということですけども、この補助金額について

3000 万円を変更したか、変更しなかったということについての答弁はなかったですよね。3000 万

円はこのままでいくということで理解でよろしいでしょうか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 先ほど言いましたように、まず予算を 3000 万お願いしているのはですよ、その 5 億円の、もう

10 人以上の採用ということにしてますけども、詳細が確定すれば金額が変動する可能性がござい

ますので、確定ということではございませんということです。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 では、これ予算が 3000 万円ということで、それ詳細が決まってからいくらにするか確定してい

くという理解でよろしいですね。わかりました。 

で、ですよ、この補助金額の申入れっちゅうのは、あくまでも町当局からだったんですよね、企

業からではないですよね。それを確認します。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 これはですね、ちょっと他所の町もそういうことで奨励金をもらわないとなかなか進出ができな

いという話は聞いて調べておりましてですね。うちの条例もあったし、それでこっちから申し出て、

是非お願いできないかということはしているところでございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 確認ですけれども、まず最初の新しい商業店舗進出するため 3条件がありましたよね。 

まず、道の駅のお客さんが年間 100 万人以上来客していること。2つ目、道の駅の隣に隣接する、

いわゆる図書室、あの辺りに商業店舗を造らしてほしいということ。3 つ目、建物ができる固定資
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産税の 10年間の免除、この 3点でしたよね。確認です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 そういうことになります。 

っていうのは、やっぱり道の駅がですね、約 7割が町外の方なんですよ。だから、道から引っ込

んだりするところは、うちは人口が 7,300 人ぐらいしかいませんので。 

最初、要望に行った時に、やっぱり人口が 5万人以上ないとなかなかできないんですということ

で、道の駅を調べられて、そういう形になりましたので、もうそういう国道に面した場所とかです

ね、他所の人が立ち入りやすい、そういう形でないと、うちの町だけでの消費だけではもう採算が

合わないということでしたので、そういうことで進めさせていただいたところです。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 あのですね、まあ、企業からの条件 3条件、これは完全に満たした。満たしとったけれども、今

回新たに 3000 万円の予算計上ですね。詳細はいくらになるかわかりません、決まっていない。 

ということはですよ、やっぱり、企業が今までの 3条件で本当は進出してもらえるんだろうけれ

ども、もう駄目押しで、考え方はこれだけ出したらさらに進出してくれるんではないのかなという

思いやり予算、要するに米軍の思いやり予算と考えてよろしいですかね。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 当然将来的なその投資額をですよ、回収する目途といいますか、従業員の方もここに勤めて税金

が入ってくる。将来的に固定資産税も入ってきてずっとその辺も計算しながらですね、これはでき

るんじゃないかなと思います。 

思いやりというか、他の町がですね、そうしないと進出が今されていないそうなんですよ、調べ

て。 

だからそういう形で、なんとしてもって私は思っておりますので、お店がないという要望がもう

どこの地区に行っても多かったですから、そういう形で進めさせていただきたいと思っております。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 私はですね、もうかねてから、町長が町長になる前から、この町に大型商業店舗を誘致すること

を考えなきゃいかんという、話し合ってましたよね。それを今、町長がそれを実現されようとして

おられる。非常に良いことだと思ってるんですよ。応援したいと思ってます。 

で、ですよ、この 3000 万円ということを今回進出企業に出した場合ですよ、今度は大型工業団

地、これはできてですよ、色んな企業がこの町に進出してくる。そうした場合にも、この補助金を

出さなきゃいかんということになりますよね、前例を作ったわけですから。その時もこれから東彼
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杵町に進出する企業に補助金を出していくという、予算化していくという、町長、岡田町長の時に

は、次の町長の時、誰かわかりませんが、将来はですね、10 年後 20 年後わかりませんけど、岡田

町長は在任期間中はそういう方向でされるという認識でよろしいでしょうか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 先ほども申しましたように、この投資額をですよ、しないとなかなか返ってこないということで、

この町は本当にもう私は生き残りをかけて、企業誘致もと思っているんですけれど、何にもしなけ

ればもう 2040 年もう 5000 人台になりますよ。大体、年間 130 人ぐらいで、1 年間に 10 年、1300

人もしずっと減少していけばですね。 

そういう形で、これは投資と思って、またそういうことを回収できる見込みがあれば、私は私の

在任中はですね、是非お願いさせていただきたい。3000 万投入してまたそれだけ入ってくる。 

そして、今度企業誘致がもし成功すれば、たらればの話ですけれど、固定資産税と償却資産税で

少しはですね、基準財政収入額っていうのが地方交付税に算定されるのが、全体の 75％で、25 は

自分で持ってるから、菊陽町がその不交付団体になったのもそこにあるんですよね。 

だから、少しでも町の財政がなんとかなればなと思っているので、投資と思って私はやらせてい

ただきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 町長が言われる熊本県菊陽町は TSMC が進出したことによって、もう地方交付税を受けなくても

済む団体に変わりましたよね。非常に良いことです。菊陽町がこういう補助金を出しているかどう

か、私もそこまで調べてないんですけども、問題は来てですよ、企業がもたらしてくれる固定資産

税、色んな固定資産税以外にそういう付帯効果があると思うんです。 

それと、今回の固定資産税免除、それから今回の補助金額、来てから金額を決めるという話です。

そういうやつを相殺的にですよ、相殺的に検証して、これが町のためにプラスになるんであると、

もう町民のためですよ、財政上町の財政が豊かになっていくという検証はなされたんですか。その

点をお伺いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 それはですね、従業員の数とか、そういう固定資産税のシミュレーションをですね、前いたして

おりまして、それはもう当然解消できるということでございますので、何年かすればですね、ちょ

っと時間かかるんでしょうけれど。 

それでも、しかし働く場所を東彼杵町から他所の店に通っておられる方もこっちに変え、仕事が

できればですよ、こっちに税金がまた増えてくるということでございますので、そういうことで、

そういうシミュレーションをしたことはあります。 

○議長（浪瀬真吾君） 
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 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 今後、大型の工業団地ができて企業を進出してくれる工業団地の規模、色んな状況によって、補

助を出すか出さないか、その時になって検証していくという答弁だったと思います。 

次にですね、大きな 2番目、専決処分の問題について質問させてください。 

まず、①項の町職員が法人所有の車両を運転するに至った業務の内容は何だったのかっていうと、

この方はいちごの、さっき報告あり、いちご農家で、キッチンカーをやって PR してるということ

でございました。 

じゃあですね、この地域おこし町職員、地域おこし協力隊員とその法人との関係、これ法人の名

前がわかったら教えていただきたいんですけども、私は知ってるんですけども。法人の関係を、名

前出していただけるかどうか。関係はどのようになっているでしょうか。 

まず、地域おこし協力隊員と法人との関係ですよ。どのようになってるんでしょうか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 法人の名称はファーミライズ株式会社になります。 

法人との関係は研修先となります。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 今、その協力隊員は研修先がファーミライズ、この協力隊員の採用、雇用はどのようになってる

んですかね。 

地域おこし協力隊に対して色んな、私も今回、地域おこし協力隊について勉強させていただきま

した。で、これも議員各位わかっておられないと思いますけれども、ちょっと調べましたらですね、

色んな地域おこし協力隊の採用条件があるんですよね、多岐に渡って。 

1 つはですね、一般的には会計任用職員、町の職員として会計任用職員として採用する場合が多

いと思います。 

あともう 1つは、もう町から離れて出向として、もう法人に、要するに給与とか、そういうもの

を任せる。色んな働き方、全て法人に任せるというやり方があります。それは、株式会社とか一般

財団法人の法人に雇用をさせるというやり方ですよ。 

今回の場合は、あれですか、会計任用職員なんですか、あるいはファーミライズの法人としての

職員なんですか。どちらなんでしょう。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 
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○町長（岡田伊一郎君） 

 今回の場合は、先ほど大石議員がおっしゃったように、会計年度任用職員として町長が任命をし

てきているところでございますので、公務員でございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 じゃあ、今回起きた車両事故ですよ、これはもう、研修先ということですけども、そういったキ

ッチンカー、くじら焼きという黒い車なんですけど、あれを運転されておった。 

これは、今回事故発生の時は、公務上の事故であったという認識ですね。よろしいでしょうか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 当然そうなります。勤務時間内でございますのでですね。キッチンカーは、今度デザインを変え

るために運んでいて事故が起きたということでございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 これは、地域おこし協力隊員に関するよくある質問 Q&A で、私はパソコンから取り出した中にで

すね、こういうふうに書いてあるんですよ。 

要するに、会計年度任用職員がですよ、地公法第 38 条において、営利企業への従事等の制限が

定められており、従事する場合は、任命権者の許可が必要とされています。 

その許可に当たっては、公務に支障を来たす恐れがないよう十分留意しつつ、勤務形態等勘案し

て、必要に応じ弾力的な運用を行うことが可能です。 

この点、許可権上、現場の状況に把握している所属の管理職、管理職ですからもう課長以上です

よね。 

ということは、今回そのキッチンカーを運転することをしていいですよという、ファーミライズ

にある、ファーミライズと町当局とのその正式な研修先との働き方内容を文書で、当然交わされて

なければいけませんよね。どうなってるんですか。ありますか、その正式文書が。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 正式に契約等は結んでおりませんで、毎月報告をもらっているような形になっております。以上

です。 

○議長（浪瀬真吾君） 
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 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 そういうことでは駄目ですよとここに書いてあるんですよ。責任の所在なんですよ。 

要するに、今回はですよ、今回は物損で済みましたけどね、あと質問しますけれども、これが逆

に人命、大きな怪我、亡くなったといった時に、町は限りない賠償をせんといかんわけですね。 

だから、こんなことをですよ、もう現場で任せる、逐次報告だけ受けさせる。これじゃね、極め

てお粗末と言わざるを得ません。 

やはり、あの執行にしても、今言った研修と言われましたよね、研修にする場合においても、し

っかりと文書を交わして、そのファーミライズで行われる業務の内容、ファーミライズで働く時間、

色んなものをやっぱり文書でこういうことに使ってはいいですよとしなければ、これ極めて大きな

問題点ではなかったのかなと思います。 

したがって、今回法人車両の運行すること、②の質問では、命じた上司はどなただったんですか

っちゅうことは隊員自らっちゅうことだったですよね、法人と。 

これを命じることができるのは、課長とか、総務課長になるでしょう。町長とか、副町長あたり

しかおられないんですよ。これがなくて、もう勝手にやってること。こういった場合において事故

が発生したということになるわけですよね。 

大体ですよ、町職員が公用車を運行する場合の手続きは、職員、レギュラーの職員ですよ、どう

なってるんですかね、車を運転する前の手続きは。 

勝手にもう課長の許可を得てぱっと行けるのか。あれ、何か手続きを処理によってあるのか、そ

の辺はどうなってるかちょっとお伺いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 これはもう職員は自らの責任において、目的地にそのまま行きます。1 回 1 回の許可とかはあっ

ていません。 

先ほど、協力隊員の話なんですけれども、協力隊員の方はですよ、ここにファーミライズに行っ

たってことはもう自分で今度自立しようと思って研修を受けられておりますので、もう町長が全責

任を取らなくちゃいけないと思うんですが、家族共々こちらに移住していただいてですね。そして、

ここに定着をしたいということで、将来的なこのいちごの技術を学びたいと、家族、また新しくど

んどん増えられていけばですよ、人口増もなるし。 

そういう形で、私は今のところ、その特別交付税で見られておりますので、3 年間はですね、財

政的に国からもらってますので。 

だから、そういう形で研修ということで、町としては把握をしているというところでございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 あのね、研修行かせる、あるいは家族が来ている。私はここを問おうてるんじゃないんですよ。

いいですか、研修行かせて、しっかりとそのファーミライズとの間で協定、文書を交わしていない
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で勝手にやってるところに問題があると言ってるんですよ。 

だから、町長は、町当局としてですね、ファーミライズと、その派遣して研修させる隊員との間

の、こういうことに使っていいですよという正式な文書のもとにやらんといかんですよ。 

そして、そこで今回キッチンカーを起こした時の交通事故については、町が責任を取るのか取ら

ないのか。この辺のところも決めなきゃいかんし、ですね。 

そういうところがないから、今回みたいな事案が生じて、なあなあでやって、いやこれは町の公

務だからという勝手な解釈です、私から言うと勝手な解釈ですよ。私から言わせるとそれで果たし

ていいのかな。ここにおられる議員の全部と言いませんけども、疑問持っておられる議員が当時お

りましたよ。そこんところを正式に協定を結ばれる考えはあるのかないか、お伺いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 協定は正式に結んでおりませんけれど、最初任命する時にですよ、会社から来られて話し合いを

して、状況も確認しながら、私がこれでお願いしますということでやってますので、辞令を交付す

る時にですね。 

その時社長さんも一緒に来て、そこに立ち会う。文書がなかったというのは非常に問題だろうと

思うんですけども、そういう形で確認をさせていただいております。 

研修というのは、その技術、いちご栽培だけじゃなくて、スムージーとか色んな販売をしたいと

いうことだったもんですから、キッチンカーを使ってやってくださいよということで、私が命じて

ますので、全責任はそれは町長にあると、文書はなかったですけどね。 

今後は、またそういう意見があれば、検討してそういう形で正式に結びたいと思います。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 今回の事案については、協力隊には町長が命じた。それを口頭ですよね、文書ないですよね。そ

んな口頭命令っちゅうのはね、根拠も何にもなりません、はっきり言ってですね。 

で、ですね、町職員が勤務時間中に法人、すなわち民間所有の車両を運行することは一般的にな

いんですよ、あってはならんことなんですよ。 

町の公用車でも手続き踏んで運行するようになっている。町職員に民間車両を運行する場合にお

いて、特別の定め、何か設けておられます、勤務時間中。ありますか。あるいはあるない、このど

っちかでいいですから答えてください。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 それはないです。 

ただ、今回ですよ、何回も申し上げましたように、会計年度任用職員ですので、公務員ですので、

私の管轄下に入るということですね、事故が起きた時。 

○議長（浪瀬真吾君） 
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 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 会計任用職員であれ、レギュラー職員であれ、公務員なんですよ。身分の、その勤務形態が違う

っちゅうだけであって、公務員であることは紛れもない事実なんです。その軽重ありません。町長、

勘違いしておられますよ。次の質問に行きます。 

今回、さっきちょろっと質問をした、物損事故で済みました。 

もし、これは人命が失われたと仮定した場合、これも町は保証するということになりますね、今

後。いかがですか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 今後そういう形には、町が命令して出したのは私はそういう形で取らざるを得ないと思っており

ます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 私はね、職員っちゅうのは、勤務中は職に専念する義務がある。 

定着されるというのはあるんでしょうけども、あくまでもこれファーミライズの法人ですよ。そ

こに何か地域おこし協力隊員としてずっと従事して、国からのお金もらう。こういうのが許される

のかなという疑念がありますね。これちょっと私も調べてみますけど更に。あり得ないと思います

けど、町長はそれで OKということなんですよね。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 これはですね、地域おこし協力隊はですね、報償費も当然でございますけれども、その他の経費

も、活動経費とか作業等の消耗活動、その辺も含んで、また特別交付税が来てるんですよ。 

だから、その辺も含んで活動の中に入るということですね。そうなってるんですよ、協力隊は。

いや、調べてくださいよ。 

その地域おこし協力隊というのは、報償費とその他の経費、活動旅費、作業道具等の消耗品等も

含んで関係者の調整なども含んでくるということになってるもんですからですね。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 今、町長言われたのはそのとおりです。関係者の調整というのは含まれてるんですよ。 

しかし、その研修先のことに没頭してですよ。そのファーミライズのために、8 時半から 15 時、

毎日やると、毎月やる、それが許されているのかどうかっちゅうのが、どこに書いてあるかっち

ゅうのはわからないから。この点はですね、あとで私も調べます。町長の答弁は要りません。こ

れからも、私も確定してませんから、あとで調べます。 
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じゃあ、勤務時間中に地域おこし協力隊員が法人所有車両運行とすることを可能とする根拠は何

か定めておられますか。 

これは、規定なしということで説明し、答弁しておられますよね。 

じゃあ、基本的にですよ、こういう勤務時間中に町職員が法人車両を運行することを規定してな

い。本当、だから、規定してないってことは運行してはいけないということなんですよ。だから規

定してないんですよ。 

だから私は、法人車両を運行する場合に、今回あった場合には、ちゃんとその定めを、特別の定

め、こういう場合は法人車両民間車両の車を運行していいですよという定めを設けてないと、もう

大変なことになるんではないかということを町長に質問しているわけでございます。この点いかが

ですか、町長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 今設けてませんでしたのは、その自己研修ということもあるものですからですね。派遣した先で

自己研修ということは、今度定住するためのですよ、研修の中に含まれる、その運転したり作業を

したりするのがですね。 

これは、私は定住に向けた研修費の経費なども含むって書いてあるものですから、そういうこと

で理解をしてたんですよ、特別交付税の中にですね。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 ちょっと意味よくわかりません。 

⑤通常、車両事故を起こせば警察通報は必要となりますけれども、警察への届け出は行われなか

ったと。あとで 9月 1日ですかね、なにか本人が警察行ったという。 

これですね、警察行かないと、これ本人の過失なのか、故意なのか。あるいはその代わりにキッ

チンカーを運転した地域おこし協力隊が免許証を持ってたのかどうかとか、色んな様々な検証が、

過失の度合いという警察がやるんですよ。そのことをせずして、今回の、先ほど言った車両には 1

万 2100 円、家屋には 45万円ということ。誰が査定されたんですか。どなたがされたんですか。ち

ょっと教えてください。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 この金額につきましては、見積もりを徴して算定をいたしております。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 
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 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 その見積もりをした企業名教えていただけます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 のちほどお知らせをいたします。 

今ちょっと手元で持っておりませんので、のちほどお答えをいたします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 見積もりしたところも承知してない。おかしいですよね。 

いや、企業名ぐらいわかるでしょう、見積もりした。私だったら、色んな見積もりした企業名、

頭ん中入ってますよ。それを総務課長は知らない。あり得ませんよ。あとで提出するということで、

それでお任せしますけどもね。 

いずれにしても、警察へ届けなかったら、この過失の度合いとか、故意なのかとか、その事故の

原因を明確に、誰が第三者的に、勝手に事故を起こした人とか、見積もりした人とか、法人の人と

かやるのはあり得ないんですよ。 

これは町長であっても駄目なんですよ。総務課長であっても駄目なんですよ。警察がやるんです

よ。これを、このことのことすらもね、手順が踏まれてなかった。これに対して、町が、町民がこ

のお金を賠償する。もう合点いきませんね。 

これをやるんだったら、もう町長とかが賠償して欲しいですね、私から言わせれば。これは町長

のポケットマネー、命じた人はですね、研修先を命じた人が賠償するべきだと私は思いますよ。こ

れは町民納得できませんよ、こんなことは。町長、私のこの見解いかがですか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 確かに警察に最初届けなければいけないのはもう当然だったんですけども、私もちょっとなかな

かそういう逐一その場にいたわけじゃなくてですね、遅れてしまったというのは申し訳なかったと

思っておりますので。 

ただ、川棚警察署にはもう行かれてですね、口頭といいますか、指導は受けられておりますので、

これはもうこれで済んだということでございます。駄目なら駄目で罰金とか反則金とかあるでしょ

うけどですね。 

そういう形で、警察がもうそういう対応をされたということで決定したということです。 
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○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 町長は、あとで言って届けて、警察は良としたから良し。そんな問題じゃないでしょう。 

あとでやった、警察が良としたからその問題はもういいんだと。こんな考えで町長いいんですか。 

じゃあ、これからですよ、町職員が事故を起こして報告を上げなくてお金を払って済ました。後

になったら相手の方がですよ、行ってもう一度、あとで警察で、あとは警察が良としました。 

そんな問題で、町長は今後も対応されるということですが、そんなことをね、しちゃいかんとで

すよ。 

私は、だから、町長が賠償されるのかどうかと聞きましたよ、私は、今回。町民が賠償するんじ

ゃないんじゃですかと。町長がされるべきじゃないんですかという質問ですよ。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 これはですよ、もう議会で報告をしておりまして、当然そういう形になりますけれども、大石議

員の考え方がそうでございますけど、町民の皆さんの誰々がそういう考えなのか、これは皆さんに

諮らないとわからないじゃないですか。議会が間接の代表ですから。報告はもう受理をしてしまっ

たと。 

そうしたら、いちいち何回も遡ってやらなくちゃいけないということはですよ、確かにここは私

の責任で、気づかなかったというのはですね、報告が、事故があった後に上がってきたということ

で時間が経ってたということはですね。それは申し訳なかったと思いますけれども。 

そういう、その自分の考え方だけでは私はいけないと思う。議会のルールで多数決もございます

から、皆さんがどう考えられるかですね、賠償問題にしても、個人の賠償にしても、その辺もある

と思うんですよ。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 町長は、議会の多数決でと言われましたよね。これは報告事項として、当時、浪瀬議長はその報

告事項の時も議員連絡会の時も質問させてくださいよと、議員各位で喧々諤々やったんですよ。こ

れ、過去の経過して報告事項は質問できませんと、報告して終わり。報告して一件落着じゃないん

じゃないですかということなんですよ。 

これは大石議員の 1人の考え方と言われますけどもね、私はそう思いませんよ。ここにおられる

議員の全員とは言いませんけども、多くの議員は、私の考え方に同調される議員もおられるでしょ

う。 

それで、町民の方にもこのことを投げかけていくと、どういう町民が反応される。これはアンケ

ートも何も取ってませんが、一部の人に聞いた限りにおいてはですね、今ここにおられる傍聴の人

とか聞いておられる方は、私がこういうことでおかしいんじゃないですかって言ったら、もう文書

で、私これはおかしいということを、私のところに、もう名前入りで上がってきて、これ実際、昨
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日もらいました。これはおかしいと、文書で。それはその問題だけじゃなかったですけどね。全部

で 46 ページに及んでいました。この交通事故の賠償問題は極めておかしいと、ある町民の方の、

方ですよ。 

だから、私 1人の考え方っていうことで町長言い切っておられますけれども、私 1人の考え方で

はないということをお伝えしておきます。 

警察へも届けなかった。たぶん保険会社への連絡もされましたか、これは。されておりますか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 本町が加入している、今回の保険に関してはですね、公用車ではありませんので、保険の適用外

となっております。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 確かに、町のは保険対象外ですからね、総務課長が言われるそのとおり。しかし、これは法人の

車両なんです。法人にはたぶん任意保険も入っておられるでしょう。だから、基本的に法人の保険

を使って、自分の車には保険通用しませんでしょうけども、相手の家屋については保険適用されて

良かったんではないのかなという質問ですよ。いかがですか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 ここで、先ほど大石議員の方から指摘がございましたように、正式な契約等がやっぱり文書でご

ざいませんので、そういった事故を起こしたことに対する道義的な責任は町にあるという判断で、

こちらの方が賠償いたしております。以上でございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6 番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 あと 2分ちょっとなりましたけども、残りが。 

この問題はですね、最大の問題は、もう町長に聞いて、言いますよ。読み上げます。 

なぜ法人車両の車両を職員が運行しなければならなかったのか、すなわち、事故に関わる車両運
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行は地域おこし協力隊員として適正な業務の範囲内であったのか、これが第 1点ですよ。 

2 つ目、法人の業務遂行のため、法人所有の車両を運行した事故を起こした場合、その賠償金全

てをなぜ町が負担しなければならなかったのか。 

3 つ目、職員は勤務時間中、町の業務のため、職務に専念する義務があります。 

この、私はこの職務専念義務に抵触している可能性があるんじゃないかなと。ファーミライズの

ために全て貢献している可能性があるんではないかなという疑問。この 3つ。 

私の一般質問を今やってきました。約 1時間に及ぶやつは、ここに問題がありますから、今後こ

の問題については、深い関心を持って私も町民も関わっていきますので、よく検討されてください。

以上でもって私の質問を終わります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

これで、6番、大石俊郎議員の質問を終わります。 

 ここで暫時休憩します。 

 

暫時休憩（午前 10時 43分） 

再  開（午前 10時 57分） 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 先ほど、答弁漏れがありました大石議員の質問の回答をお願いいたします。総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 協力隊の事故車両に関するですね、車両と家屋の見積もりに関する業者名を今からお答えをいた

します。 

 まず、車両、これは荷台の部分の修繕になりまして、見積り先が、あまねく看板工房さんです。

そして、家屋の方でございますけれど、有限会社樫本工務店さんです。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

次に、3番、構浩光議員の質問を許します。3番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 先に通告していました 3点について質問したいと思います。 

まずはじめに、ちょっと、文章の削除をお願いします。 

5 ページ目のですね、大きな 3 番の（仮称）東彼杵工業団地開発についての 2 行目、基本協定か

らですね、4行目の「います。」までを削除してください。 

質問の項目の中でこの分についての質問はさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、質問に入ります。 

1、介護保険事業の状況及び対応策について 

令和 6 年度を初年度とする第 9 期高齢者福祉計画及び介護保険事業計画で、65 歳未満の人口減

少が著しく、令和 12 年以降、高齢化率が生産年齢人口割合を上回り、高齢独居及び高齢夫婦世帯

が大幅に増えると記載されています。計画期間中に団塊の世代が、75歳を迎えるため、重度の要介

護状態になっても、住みなれた地域で、介護予防、在宅医療・介護連携推進及び日常生活支援体制
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の整備の充実を図り「地域共生社会」の実現に向けた計画が、実施されていますので内容等につい

て伺います。 

（1）令和 5年の人口 7,478人、65歳以上の人口 2,938人（39.2％）となっています。現在の人口、

割合を伺います。 

（2）令和 2 年の高齢者を含む世帯数は 27％、高齢独居世帯数は 366 世帯となっています。現在の

割合、世帯数を伺います。 

（3）高齢独居世帯に対する地域共生社会の対応策を伺います。 

（4）本町は、元気な高齢者が多く要介護認定率が県下でも低い値と聞いています。令和 5 年 3 月

末現在で 15％。現在の数値を伺います。 

（5）団塊の世代が 75 歳を迎えるにあたり人口減少の中、要支援・要介護者について、計画では、

皆減なしか増加となっていますが、町長の見解を伺います。 

（6）要支援・要介護の認定者において認知症の高齢者が令和 3年 10月末 73.7％、全国及び長崎県

と比較した場合、認知症高齢者自立度Ⅱ以上の割合が高くなっています。現在の割合、人数及び対

応策を伺います。 

（7）町内には、認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護施設が 4 か所あ

りますが、令和 5年度実績 34人に対して現在の人数を伺います。 

（8）介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の令和 5年度実績 38人に対して、現在の人数及び

定数を伺います。また、介護老人保健施設の令和 5 年度実績 47 人に対して、現在の人数及び定数

を伺います。 

（9）介護老人保健施設が、昨今の医療費介護情勢、社会情勢が非常に厳しく、職員や施設利用者の

確保、介護報酬の引き下げ、水道光熱費等の高騰、人口減少により令和 8年 1月末に閉所されると

聞いていますが、町長の考えを伺います。 

（10）介護老人保健施設の役割は、病状が安定しており、看護や介護に重点をおいたケアが必要な

人が入所し、医学的管理の下に機能訓練や日常生活の介助を行うサービスです。計画によりますと

対象者は増となっていますが、町の対応策を伺います。 

（11）自宅で見守りをされた方がおられましたが、減少していると思います。自宅では、限界があ

り負担が大きいとの声を聞きます。町としての今後の方針を伺います。 

（12）政府は、過疎地などで高齢者が安心して暮らせる住まいを確保するため低料金で入居できる

シェアハウスを全国的に整備する方針で、既存施設を利用して今後 3年間で 100か所を目指し、介

護など地域ケアの提供拠点として位置づけるとされていました。町長の考えを伺います。 

2、障がい保健福祉事業の状況および対応策について 

障がい保健福祉政策は、障がいのある方が個人の尊厳にふさわしい日常生活を営むことができる

よう必要な支援を行い、全ての国民が障がいの有無によって分け隔てられることになく、相互に人

格と個性を尊重しあいながら共生する社会の実現に寄与することで、令和 6年度から令和 8年度を

計画期間として東彼杵町第 7期障がい福祉計画及び東彼杵町第 3期障がい児童福祉計画を実施され

ていますので内容等について伺います。 

（1）令和 5 年度の主要な成果によりますと、身体障害者手帳所持者 464 人、療育手帳所持者 145

人、精神障害者保健福祉手帳所持者 83人となっています。現在の人数を伺います。 
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（2）報告書の中で精神障害者保健福祉手帳所持者が、令和元年度から所持者数は増加傾向と推移

していますと記載がありますが、例えば、認定基準の見直しなどの要因等が変わったのか、増加要

因及び対応策を伺います。 

（3）報告書の中で障害者手帳所持者は、9.2％ですが、現在の数値を伺います。 

（4）特定疾患医療受給者証交付件数（難病患者）が報告書の中で、令和元年度 94件から令和 5年

度 126件と増加しています。現在の件数と増加要因及び対応策を伺います。 

（5）町内には、障がい者支援施設が 4か所あると思われます。常明園は、生活介護定員 60名、入

所施設支援定員 55 名、短期入所定員 5 名、もみの木園は、生活介護・入所施設支援・短期入所を

実施、定員 44名となっています。 

 社会福祉法人あゆみ会は、生活介護・共同生活補助・就労支援 A型(ワークセンター定員 28名)B

型(コスモス苑定員 40 名)を実施。すてっぷあっぷは、就労支援 B 型を実施。各事業所の現在の人

数を伺います 

（6）自宅において障害福祉サービスを実施する登録事業者名、登録者数及び何名の方が、サービス

を受けられているのか伺います。 

（7）就労支援 B 型を運営されていた事業所が 7 月末に閉所されたと聞きましたが、閉所の理由と

町に相談がなかったのか、また、対応策を伺います。 

（8）特に就労支援に対しての町長の見解を伺います。 

（9）地域生活支援事業の推進に必ず実施しなければならない必須事業 10事業と任意事業 2事業が

ありますが、取り組み状況を伺います。 

（10）シェアハウスの構想は、6 月に閣議決定した地方創生基本構想に盛り込まれ、年齢や障がい

の有無を問わず生きがいを持ち暮らせる小規模・地域共生ホーム型 CCRC の考えについて町長の見

解を伺います。 

3、（仮称）東彼杵工業団地開発について 

令和 7 年 6 月定例会最終日に説明がありました、（仮称）東彼杵工業団地開発の進捗状況及び取

り組み内容について伺います。 

（1）基本協定締結時期及び完成・分譲開始時期について、大和ハウス工業(株)・長崎県・東彼杵

町、3者の締結日を伺います。 

（2）地元説明会（周辺地区住民含む）及び用地取得交渉時期について伺います。 

（3）業種については、成長分野の半導体関連を軸に、1,500 人を超える雇用規模の工場誘致を目

指すと長崎新聞に掲載されていましたが、町内の住民を優先に雇用されるのか、また、半導体以外

の工場も考えられているのか伺います。 

（4）供給可能水量は、１日約 4,000トンと考えられていますが、以前の説明では、使用していな

い水道水用井戸を活用すると言われていましたが、活用するには新たに水道管埋設を造成地以外に

しなければならないと思いますが、費用は大和ハウス工業（株）が負担されるのか伺います。工場

敷地内へ新たに井戸を掘るのが安価に済むと考えられますが、町長の考えを伺います。 

（5）造成工事にあたり県営圃場整備地区は、パイプラインが布設してありますが、撤去されるの

か伺います。 

（6）国道側の造成地には、水道管が埋設されています。また、蔵本地区の農業用水が、樋口地区
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の頭首工から取水されていますが付け替え工事を実施されるのか伺います。 

（7）造成工事・建築工事において、県内でもトップクラスの町内業者に施工ができないか伺いま

す。 

（8）二級河川彼杵川左岸側の圃場で送電線の施設が 3か所設置されていますが、町の方で把握さ

れていたのか、今後、造成工事の基準の高さとなると考えてよいのか伺います。 

（9）送電線の施設用地は、借地なのか買収なのか伺います。 

（10）送電線の施設用地が売買だった場合、今後の用地買収の基準価格となると思われるが、用地

買収費の決定の際は、町として地権者を交えてどのような交渉されるのか伺います。 

（11）造成工事が始まると大型車両が使用されます。現在、橋ノ詰の柚木町地区の町道大野原高原

線本線の旧道にドラックヨシヨシ長崎店に来る観光バスの待機場所となっています。慣例にならな

いように、早いうちに指導ができないか伺います。 

（12）今回の事業は、民間開発で推進されますので、説明会を随時開催してもらいたいと町民の声

をよく聞きますが町長の考えを伺います。 

（13）町の負担する概算費用額を伺います。 

（14）一番の問題点は、何か伺います。以上、登壇して質問を終わります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

それでは、構議員の質問にお答えをいたします。 

 介護保険事業の状況及び対応策についてでございます。 

1 点目の現在の人口割合についてお答えをいたします。 

令和 7年 7月末現在の人口は 7,292 人です。65歳以上は 2,905 人 39.8％となっております。 

次に 2点目、高齢者を含む世帯の現在の割合と世帯数についてお答えをいたします。 

国勢調査における数値のため、令和 7年度実施予定の調査結果が出るまでは今のところわかって

おりません。 

次に 3点目、高齢独居世帯に対する地域共生社会の対応策についてお答えをいたします。 

令和 5年度に支えあいフォーラムを開催し、地域の繋がりの再構築を目指し、生活支援体制整備

事業を進めているところでございます。 

現時点で 5地区で座談会を実施、又は実施を予定しており、日常生活の困りごとのアンケートを

行うなど、委託先である社会福祉協議会とともに助け合い活動の創出などに取り組んでいるところ

でございます。 

次に、4点目についてお答えをいたします。 

令和 7年 7月末現在、認定者数は 455 人 15.7％となっています。 

次に、5点目の要支援要介護者数に対する見解についてお答えします。 

第 9期東彼杵町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画の 8ページ、（2）要介護認定者の状況の中

で、令和 5年 3月末現時点での経過としましては、本町の要支援要介護認定者数は横ばいで推移を

しており、割合的には要支援の認定者は減少傾向、要介護の認定者は増加傾向であることを記載を

いたしているところでございます。 
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介護度の重要重度化などによる内訳の変更は見込まれますが、既に本町では高齢者人口はピーク

を過ぎていることから、短期間での急激な認定者の増加はないものと思っているところでございま

す。 

次に 6点目、認知症高齢者の割合と人数についてお答えをいたします。 

この数値は、地域包括ケア見える化システムで公表されているもので、直近では令和 5 年 10 月

末のデータとなります。 

その認知症の割合は 68.9％で、令和 3年度よりは 4.8 ポイント減少しています。人数については

まだ公表されていません。 

対応としましては、今後も予防事業に力を入れていくしかないと考えているところでございます。 

次に 7点目、認知症施設の町内の利用人数についてお答えをいたします。 

令和 7年 6月時点の利用者は 36 人です。 

次に 8点目、特別養護老人ホームと介護老人保健施設の利用人数と定員数についてお答えをいた

します。 

令和 7年 6月時点の利用者は、特別養護老人ホームが 43 人、介護老人保健施設は 32 人となって

います。町内施設の定員数はもみの木荘が 50 人、さざなみが 80人です。 

次に 9点目、介護老人保健施設に対しての考えについてお答えいたします。 

介護老人保健施設からは、閉鎖については、新型コロナウイルス感染症の流行、介護人材の確保

困難、物価の高騰などが主な理由と聞いております。 

施設の閉鎖は誠に残念ではございますが、今後は訪問系サービスや周辺地域の類似施設等を活用

していくとともに、引き続き介護予防事業も進めていきたいと考えております。 

次に 10 点目、介護老人保健施設の閉鎖に伴う町の対応についてお答えをいたします。 

町内の老人保健施設に現在入所中の方は、近隣の施設等への紹介を進めておられます。 

第 9期計画におきましては、策定時のサービス利用状況から、見込み量を算出しており、微増傾

向で見込んでおりました。 

今回の事業所閉鎖から、それぞれのサービス見込み量の増減が予想されますが、分析するための

データは今後集まってくると思いますので、第 10 期計画策定に反映させていきたいと思っており

ます。 

次に 11 点目、自宅での見守りに対する町の方針についてお答えをいたします。 

見守りの件数につきましては把握しておりませんが、要介護者を自宅で見守ることは相当の負担

があると思います。地域包括支援センターを相談窓口としての周知に努めるとともに、情報を集約

し、対応していきたいと考えています。 

次に 12 点目、シェアハウスに対する考えについてお答えをいたします。 

シェアハウスについては、既存の施設の転用や一部活用するなどして、単身高齢者や高齢夫婦ら

が低料金で暮らせる小規模なシェアハウスが想定されていますが、詳細は年内にまとめられると報

道されています。 

規模を抑えた介護施設や障害者グループホームの併設も想定されており、今後はその内容を確認

した上で研究していきたいと思います。 

次に、大きな 2番目の障害保健福祉事業の状況及び対応策についてでございます。 
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1 点目の障がい者などの人数についてお答えをいたします。 

令和 7年 3月末現在で、身体障害者手帳所持者 431 人、療育手帳所持者 151 人、精神障害者保健

福祉手帳所持者 68 人の合計 650 人となっています。 

次に 2 点目、精神障害者保健福祉手帳所持者の増加要因と対応策についてお答えをいたします。 

増加の要因としましては、精神障がいに対する社会的な理解が深まり、専門機関等へ相談しやす

い環境が整ってきたことや、発達障害に関する認知が広がったことなどが考えられます。 

また、対応としましては、本計画に基づき、関係機関と連携しながら、多様なニーズに対応でき

るよう支援を図っていきたいと考えているところでございます。 

次に 3点目、人口に対する障がい者の割合についてお答えいたします。 

令和 7年 3月末現在の障害者手帳所持率は 8.9％でございます。 

次に 4点目、難病疾患の件数、増加要因、対応策についてお答えをいたします。 

令和 6年度の特定疾患医療受給者証件数は 96 件になります。 

増加要因については、特に難病に特定されている疾病数は、平成 27 年度の制度開始当初 116 で

ございましたが、直近では 348 の疾病数が指定されています。 

指定難病は今後も増加が見込まれ、交付率は増加傾向にあると考えられます。 

また、対応については、業務自体は県の業務となりますので、県の相談事業などと活用しながら

支援を図っていきたいと考えています。 

次に 5点目の、町内の障がい者支援施設の現在の人数についてお答えをいたします。 

定員がある障がい者支援施設について、現在の定員数を申し上げます。 

常明園は社会福祉法人文珠会になりますが、生活介護 60 人、共同生活援助 10、施設入所支援 55

人となります。 

社会福祉法人もみの木会は生活介護 60 人、施設入所支援 40 人です。 

社会福祉法人あゆみ会は生活介護 10 人、就労継続支援 A 型 14 人、就労継続支援 B 型 60 人、共

同生活援助 40 人です。 

特定非営利活動法人すてっぷあっぷは、就労継続支援 B型 20 人です。 

なお、町内には長崎部品株式会社もありますが、訪問系サービス事業所のため、定員はございま

せん。 

次に 6点目、在宅サービスの事業者名、利用人数などについてお答えをいたします。 

自宅において、障害福祉サービスを実施する事業所名は、社会福祉法人あゆみ会のホームヘルプ・

コスモス、長崎部品株式会社のさわやかになります。 

登録者数は、居宅介護など延べ人数になりますが、令和 7年 4月 1日現在 36 人です。 

サービスを受けられたのは令和 6年度の実績で、月当たり 24 人となっております。 

次に 7点目、就労支援 B型施設の閉所の理由などについてお答えをいたします。 

特定非営利活動法人すてっぷあっぷにつきましては、7月末に閉所をされました。 

閉所の理由につきましては伺っておりませんし、ご相談についてもいただいておりません。 

また、対応策でございますが、現在、閉所の影響等は確認できておりませんが、相談等ありまし

たら、支援を図っていきたいと考えております。 

次に 8点目、就労支援に対しての見解についてお答えいたします。 
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障がいのある方が希望や適性に応じて、一般就労へ移行できるよう支援することは、自立と社会

参加の観点から極めて重要であると認識しております。 

就労選択支援などの新しいサービスも活用しつつ、関係機関とも連携し、働く意欲のある方が 1

人でも多く活躍できる地域づくりに努めていきたいと考えております。 

次に 9点目、地域支援事業の取り組み状況についてお答えいたします。 

地域生活支援事業の合計 12 事業につきましては、具体的には相談支援事業、日常生活用具給付

等事業、移動支援事業、日中一時支援事業など多く利用されている支援を行っています。 

また、日常生活用具給付事業のうちストマ用具につきましては、物価高騰に伴い、給付額を増額

いたしております。 

一方、自発的活動支援事業や、手話奉仕員養成研修事業は実施できておらず、3 町や福祉組合と

の連携も含め、検討を行いたいと考えております。 

次に 10 点目、CCRC に対する見解についてお答えをいたします。 

地方創生基本構想に盛り込まれた小規模地域共生ホーム型 CCRC は小規模であっても、年齢や障

がいの有無を問わず様々な人々が集い、それぞれが持つ能力を希望に応じて発揮し、生きがいを持

って暮らすことができる場を整備する事業で、障がい者だけの施設ではなく、地方創生も含めた総

合的な問題解決を図る施設だと認識しております。 

基本構想でも、3 年後に全国で 100 か所を目指すとされており、取り組み事例などを参考にしな

がら、今後研究していきたいと考えております。 

次に、大きな 3番目の東彼杵工業団地開発につきましてお答えをいたします。 

1 点目の基本協定の締結日等についてお答えいたします。 

現在、これまで三者協議を 3回行っています。 

協定内容文書等について最終調整を行っているところで、今月下旬の基本協定締結を目標に進め

ています。 

なお、完成時期、分譲開始時期につきましては、大和ハウス工業の測量設計が終わらないとわか

らない状況です。 

次に、2点目の地元説明会、用地取得の時期についてお答えをいたします。 

地元説明会につきましては、基本協定締結前に 1回、基本協定締結後は随時行う予定です。 

用地買収の時期につきましては、事業の進捗によって変わる模様でございます。 

次に、3点目の町民の優先雇用、半導体以外の工場もあるのかについてお答えいたします。 

当然、特に農業後継者等の雇用を積極的に検討してもらえる企業に来ていただきたいと考えてい

ますが、誘致企業につきましては三者協議で決定することになりますので、町民の優先雇用につき

ましては、しっかり伝えていきたいと考えております。 

企業の業種は主に製造業としており、半導体関連企業と決まっているわけではございませんが、

併せて色んな事業も視野に入れていきたいと思っております。 

次に、4点目の水道施設の費用負担敷地外、敷地内への井戸掘削についてお答えいたします。 

工業用水道事業につきましては、町が設置する計画でありますので、管路も含め、施設整備に要

する費用は町が負担して整備工事を実施することになります。 

費用の比較に関しましては、管路延長が長くなれば敷設費用も高くなりますので、新たに井戸を
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掘るほうが安価になる場合もあると思いますが、井戸の揚水量は掘ってみないとわかりませんし、

近隣の水道水源の井戸に影響を及ぼす可能性も考えられるので、現時点では使用していない井戸を

工業用水道に転用することに検討いたしております。 

次に、5点目のパイプラインを撤去するのかについてお答えをいたします。 

造成事業者による詳細設計がまだであるため、どのように取り扱うかまだ未決定でありますが、

パイプラインの末端から水利を得ている圃場もあるため、撤去の場合は代替水路の施設が必要であ

ると考えています。 

次に、6点目の水道管の付け替え工事についてお答えをいたします。 

造成工事に伴い主要となる水道管につきましては、移転する必要がありますが、現時点では造成

工事の詳細が不明ですので、今後、費用負担も含め開発業者と協議していくことになると考えてい

ます。 

次に、7点目の町内業者に施工ができないかについてお答えいたします。 

大和ハウス様のご意向次第でありますが、お願いをしていきたいと思っております。 

次に、8 点目、送電線の施設を把握しているか、今後の基準の高さになるのかについてお答えい

たします。 

送電線施設につきましては把握をいたしております。 

送電線施設と工業団地造成は工事の性質が違いますので、送電線の付け替え工事の高さが基準と

ならないと考えていますが、詳細は造成事業者の設計後決定をされます。 

次に、9点目、送電線の施設用地は、借地なのか買収なのかについてお答えいたします。 

これは買収と伺っています。 

次に、10点目の用地交渉の件についてお答えをいたします。 

九電が実施している送電線事業と工業団地造成事業では、事業の規模や内容等が全く違うため、

参考価格とはなりうるが、基準にすることはできないと考えています。町としましてはなるべく高

く購入してもらうよう努力をしてまいります。 

次の 11 点目の観光バスの件についてお答えいたします。 

既に依頼をしており、警察にも相談をしているところでございます。 

次の 12 点目の説明会開催の件についてお答えいたします。 

今回の事業は民間主導であるため、造成事業者の優先交渉先が決定しないことには説明できる内

容がありませんでした。 

大和ハウス工業様が決定したことで協議が始まり、事業の骨格が見えてきているところでござい

ます。 

まずは基本協定締結前に説明会を開催したいと考えています。協定後は大和ハウス側からも、随

時説明会を開催する意向であると伺っています。 

次に、13点目の概算費用の件についてお答えをいたします。 

既に実施し、または実施中のものは、地質調査、水源試錐調査、交通影響調査、既存水源揚水試

験の 4事業で、現在合計 8602 万 9300 円でございます。 

今後予定しているものは、自主アセス調査や工業用水、工業用水道整備、道路整備などを想定し

ていますが、試算できない事業もまた、入札等にも影響があるため、金額についての回答は控えさ
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せていただきます。 

最後、14点目の一番の問題点についてにお答えいたします。 

町財政が脆弱であり、町にとって財政負担が大きいことです。それでも取り組まないと、消滅可

能性自治体と言われるように、非常に厳しい状況になるものと考えているところでございます。以

上で登壇しての答弁といたします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 まず 1点目、ちょっと新聞の方からちょっと質問させていただきます。 

先日ですね、8月 31 日、長崎新聞に掲載されていました。 

全国自治体アンケートで、現場の人手不足や費用の膨張などで介護保険サービスの提供体制の持

続に危機感を抱く市町が 97％に上がったとありましたが、町長はどのような回答をされたのか伺

います。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 アンケートは、新聞掲載のとおり、危機感を感じているということで答えているところでござい

ます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 また、新聞の中でですね、県及び 20 市町のうち、負担金の見直し、検討すべきとの回答が大半

でしたが、本町の考えはどのようにされるのか伺います。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 長寿ほけん課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり長寿ほけん課長。 

○長寿ほけん課長（前平英利君） 

 本町としまして、今後の負担見直しなんですけども、まずは現在 1 割負担が原則で、2 割 3 割の

負担の方もいらっしゃいますけども、原則は 1 割は維持しつつ、2 割、3 割の方の対象者を広げる

べきなのではないかと思っております。 

また、税負担の方の見込み、保険料負担、保険料負担をちょっと抑えるためにも、税負担の方の

負担割合見直しも進めていただければというふうな現在の考えでございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 
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 高齢者がですね、ピークとなる 40 年頃の介護保険サービスの提供体制の見通しは介護需要は増

加する一方、事業所存続や人手確保が厳しく、不安定になると 54％が回答されていますが、本町の

考え方を伺います。 

なお、今回のですね、成果報告書の 14 ページを見ればですね、介護認定者が若干増加していま

すので、その辺を含めたところで回答をお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 長寿ほけん課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり長寿ほけん課長。 

○長寿ほけん課長（前平英利君） 

 本町におきましても 2040 年頃の見通しとしましては、実際事業所の存続ですとか人手確保、要

するに、介護人材育成確保対策協議会というのを県の方に置いて、圏域ごとに 8か所設置をしてお

りますけども、人手不足・人手確保というのは大変どこも苦労している状況でございます。 

そのサービス提供体制につきましては、現状にも増して不安定になる。現状のままですと、特に

手立ても講じない場合にはより一層の不安定になる見込みであります。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

3 番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 高齢独居世帯の見守りですね。特に、今、核家族なり、また独居高齢者だけの世帯があり、その

場合ですよ、介護認定を受けて、ただ施設等が行かなくて 1 人で見てるとか、2 人で見てるとかい

う世帯があるんですけど、そうした場合ですよ、どうしても付きっきりにならなければならないと

思うんですけど、町長の答弁の中では社会福祉協議会の方に依頼してるっちゅうかですね、そうい

う方面で持っていかれるっちゅうことなんですけど、もうそれはたぶん私は限界があると思うんで

すよね。町としてももう少し詳しくですね、支援をするべきじゃないかなと思うんですけど、再度

ちょっと町長の見解を伺います。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 確かに 1人で見るっていうのは非常に負担が重くなりますので。 

ただですね、先ほども言いましたように、だんだん高齢者の方の数は減ってはいってるんですよ、

今のこの状況からいってですね。 

昔は逆ピラミッドでございましたけど、だんだんまっすぐな、大体近づいておりますので、その

間になんとか町としても、社協だけじゃなく、政策を打っていかなければならないと思いますが、

詳細については長寿ほけん課長に説明をさせます。長寿ほけん課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり長寿ほけん課長。 
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○長寿ほけん課長（前平英利君） 

 地域共生社会なんですけども、地域共生社会につきまして、要するに、かつての支え合いの機能

は地域の相互扶助とか家族同士の付き合いなどがあったと記憶しておりますが、要するに再構築し

ていくことが地域共生社会の社会構造の変化とか人々の暮らしの変化を踏まえて、この仕組みを再

構築していくものが地域共生社会となっております。 

今後の方策としましては、まずは見守りの体制の強化とか、令和 6年の第 3回町議会の定例会一

般質問で大安議員さんの質問にも答えておりますけども、一人暮らしの高齢者の見守りとか緊急時

の安否確認、そういったものをより一層進めていって、より早い支援の手を差し伸べる体制を作っ

ていくことが必要だと思っております。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3 番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 介護老人保健施設を運営されてきた事業者ですね、に敬意を表し質問します。 

この施設はですね、介護度が上がらないように取り組んでこられた事業です。 

これがなくなるっちゅうことはですね、今後行き場所がなくなるっちゅうことなんですよね。そ

の場合ですよ、町としてはどのように持っていかれるのか。 

今、地域包括の方でたぶん頑張っておられますが、到底難しい部分もあるかと思うんですよ。そ

の辺の考え方と、それから介護保険、介護老人保健施設にですね、何名の方が今おられるのか再度

ちょっとお尋ねします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 長寿ほけん課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり長寿ほけん課長。 

○長寿ほけん課長（前平英利君） 

 まずもって先ほどの老人保健施設の現在の入所者数は 32名となっております。 

今後につきましては、現在、老人保健施設、町内の老人保健施設の方で、順次入所者の振り分け

といいますか、紹介を進めていっておられますが、老人保健施設は近隣では大村市に 2か所、嬉野

市に 1か所ございます。 

そもそも老人保健施設というものは、在宅復帰を目指す施設でございますことから、それぞれの

状態で町外の老人保健施設や有料老人ホームですとか、あるいは訪問リハビリなどを含めた在宅サ

ービスを選ばれていくのではないかと思っております。 

現時点で特別な対応を行うということはまだ想定をしておりません。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 それでは、今後ですよ、介護認定者がですよ、増えた場合、増加してきた場合ですよ、どのよう
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な対応をとられるのか。完全にですね、町外に入所してくださいっていうものかですね、その辺の

検討、見解を伺います。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 長寿ほけん課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり長寿ほけん課長。 

○長寿ほけん課長（前平英利君） 

 町内の介護資源、やはり限りがございますので、現在の特別養護老人ホーム、若しくは措置入所

にはなりますけども、軽度の方におかれましては養護老人ホーム、3 町で共同設置しております養

護老人ホーム、周辺の類似施設などですね、こちら、町の方で積極的にそういった施設を誘致する

ということはなかなか施設側の方の人手の方も関わってくると思いますので、現状そういったこと

も含めながら、その時々の状況に応じて検討していく必要があると思っております。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 認知症の件でちょっとお尋ねしますが、たまたまですね、私はホームページを見ていたらですね、

東彼杵町認知症高齢者等見守りオレンジ事業の登録をしませんかっちゅうのが8月 1日から始まっ

ていますが、現在何名の方が登録をされているのかですね、わかれば教えてください。 

それから、今回行方不明になられた方もその中に入っていたのかどうか。その辺もよろしくお願

いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 長寿ほけん課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり長寿ほけん課長。 

○長寿ほけん課長（前平英利君） 

 見守りオレンジ事業の、いわゆる QR コードなんですけども、まだ届け出はあっておりません。

以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 次に、2番に入っていきたいと思います。障害保健福祉事業の件ですね。 

就労支援 B型を実施されていたすてっぷあっぷ事業所に敬意を払い質問します。 

すてっぷあっぷで働いていた方の働き先を伺います。 

○議長（浪瀬真吾君） 
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 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 町民課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり町民課長。 

○町民課長（山下勝之君） 

 すてっぷあっぷにおられた方ですね、他の B型事業所で、町内の他の B型事業所、また川棚ので

すね、事業所の方に移られたということで聞いております。 

また、一部ですね、高齢の方なんかは、もう就労の方をやめたっていう方もいらっしゃるようで

す。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 先ほどすてっぷあっぷの方は 20名で間違いなかったですかね。 

一応聞いたところはですね、あゆみ会とかにも行かれたという話を聞いたんですけど、この就労

事業についてはですよ、町の方に届け出は必要なんですかね。どこに働いてますよっちゅうことは。

その件を伺います。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 町民課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり町民課長。 

○町民課長（山下勝之君） 

 基本的に施設の方は県の管轄でございます。そして、こちらの町の方はですね、利用の決定はい

たしますけれども、基本的には施設と個人さんの方で契約ということになっております。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 すてっぷあっぷ事業所はですね、弁当及び買い物支援をされていました。 

買い物支援はですね、遠目地区など遠隔地で販売をされ、町民の方は特に喜んでおられました。

内容的に冷たいものですね。アイスクリームとか刺身とか冷凍物の方がですね、持ってこられるの

はお待ちになってる状況なんですけど、そのことについてですよ、今後買い物支援については、町

としてはどのような考えをお持ちか伺います。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 今の買い物支援につきましては、川内でですね、ちょっとそういうあれをやっているんですけど
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も。 

今後、もう交通機関もなくなってデマンドバスしかなくなればですよ、将来的にはやっぱり色ん

な業者の方とお話をさせていただいて。普通、都市部っていうか、そういうのは店がそのまま配達

をするところもございますのでですね、予約を取って。そういう形がどうなのか、また今後研究さ

せていただいて。確かに、昔はですね、そういう魚屋さんなんかも車で回られた時もあったんです

よね。 

だから、そういう、本当にうちの町としては厳しい状況でございますので、限界集落も増えてき

ておりますので、そういうこともまた、ちょっと協議をさせていただき、研究をさせていただきた

いと思っております。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 シェアハウスの件でちょっとお尋ねしますが、シェアハウスはですよ、例えば今回の事業所を辞

められる、1 月で閉所されるさざなみさんとかすてっぷあっぷさんとか、今、旧実松病院ですね、

今、シルバー人材センターに貸していますが、そういう施設をですよ、利用するっちゅう考えはな

いのかどうか。よろしくお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 今、まだ具体的にはなっておりませんけど、そういう形で空き部屋をですよ、空き部屋というか、

建物を、今後シェアハウスができるかどうかも今まだ全然話し合いもしておりませんで、元々実松

さんを買収する時もそういう形もあるんじゃないかなということは頭の中には入れてたんですけ

ども。 

今後、こっちの、まず企業のが確定していかないと、例えば色んな事業所とかですね、建設会社

とか、そういう資材置き場とかも考えていかなければいけないので、ちょっとしばらくお待ちいた

だいて、この活用を今後一つ一つ結んでいきたいと思っております。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 介護もですね、障がい者もですね、町に頼られてきていますので、よろしく指導をしていただき、

よろしく支援をしていただきたいと思っております。 

 時間の都合もありますので、大きな 3 番目の（仮称）東彼杵工業団地開発について質問します。 

まず、先日、水道水用井戸を掘られ、適正用水量が 690t、あと残りのですよ、3310t の工業用水

はどこの井戸を使用されるのか伺います。よろしくお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 水道課長。 
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○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり水道課長。 

○水道課長（岡木徳人君） 

 現在検討しております水源ですけれども、議員が今おっしゃいました開発者の試錐以外で 4か所

検討しております。 

彼杵地区が 1か所ございまして、港湾に工業用水を供給いたしておりました三根水源、これは蔵

本 2号線沿いにあります。 

それから、残りの 3か所の水源は千綿地区になりますけれども、県営工業団地のグリーンテクノ

パーク関連で掘削した水源でありますけれども、工業団地の第 2、第 3 水源、それからもう 1 つが

千綿水源の 2号井、これは工業団地の下の方になりますけれども、県道千綿渓線の塩鶴川付近に当

時掘っております。この 5つの水源、現在休止中ですけれども、工業用水道事業に転用できないか

検討いたしているところでございます。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3 番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 今の 5か所のうちから 1か所を選定されているということでよろしいですかね。 

もし、その選定された、例えば三根水源、一番近いのは三根水源だと思うんですけど。それから

の距離はどのくらいありますでしょうか。わかれば教えてください。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 水道課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり水道課長。 

○水道課長（岡木徳人君） 

 すみません、説明が十分でなかったということで、議員の方で 5か所のうち 1か所ということで

おっしゃいましたけれども、供給可能量として 4000t ということで今県の方に提出をしております

けれども、5か所全て使って 4000t ということになります。 

ちなみに、三根水源からですと比較的開発中の方に近いですけれども、国道を渡してということ

になりますので、実際に需要量がですね、まだ未確定の段階ですので、具体的な管路の設置場所等

については、まだ検討している段階ですけれども、500ｍ、600ｍで開発地までいけるのじゃないか

というふうに思っております。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3 番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 ちょっと私もですね、ちょっと試算をしてみたんですけど、水道管の 75 ですね、75 ㎜を入れた

場合に約 5万 4000 円ぐらい掛かって、延長が 1500ｍで約 8100 万になります。 

また、井戸を 200ｍ掘った場合ですね、メーター30 万にしたら 6000 万で、あと電気設備をです
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よ、した場合に大体 2000 万ぐらい掛かって、ちょうどトントンになるんじゃないかなと思ってる

んですけど、この計画でいけばですよ、かなりの額が、5 か所から持ってくれば必要になると思う

んですよね。 

再度、これはまだ検討の段階ですので、十分検討されてですよ、あまりお金が掛からないような

方向で。 

先ほどから町長も言われたように、東彼杵町は脆弱ですので、財源がですね、限られております

ので、その辺は十分検討されていただきたいと思っております。 

次にですね、今、工業団地の中に古墳がありますよね。古墳はですよ、どのような感じで今後残

されるんですか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 古墳はですね、一切手をつけない。そのまま残して開発をするということで今進めております。 

先ほど構議員がおっしゃった、その水道のお金ですね、4000t を出しておりますけど、業種が確

定をいたしておりませんので、例えばその半導体そのものだったらものすごくもっと水がいると思

うんですが、以前、新聞の方で発表された知事の考えでは、半導体の装置系、半導体を作る機械の

工場ですね。 

と申しますのは、長崎県は造船技術がものすごく進んで、そういう方向も進んでいけるので、諫

早とか大村とかにある会社に対する修理とか何とかできるような半導体装置系の、半導体を作る装

置の外側の機械といいますか、すみません、ちょっと難しいんですけど、そういう方向を進めたい

と知事は新聞に書かれておりますので、半導体そのものだったら結構水がいるんですが、そういう

業種によってはどういう方向になるかまだわかりませんので、今、水道課長が言いましたように、

今後のその進捗具合でですね、進めさせていただきたいと思います。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3 番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 ちょっと聞き忘れた、ちょっと書き忘れたんですけど、基本協定の時期ですね、これはまだして

ない、してるどっちやったですかね。 

ちょっと書くのをちょっと忘れたもんですから、よろしくお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 今ですね、担当の方で協議を進めていますけれど、大体の大まかな協定でございますけれども、

まだ細目じゃないんですが、9 月の末を目標とはされているんですけども、これも確定ではござい

ませんでですね、まだアメリカのいろいろな関税問題とか何とかも、経済状況も相まってですね、

ちょっとすぐ、うんって言える状況ではございませんが、予定としては 9月末ぐらいを予定、目標

としております。 

○議長（浪瀬真吾君） 
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 3 番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 なぜ今回、その時期的なのを聞いたかというのはですね、6月 17 日に全員協議会の折ですよ、基

本協定締結時期が、これ三者で協議ということになってますね。私が見間違えておりました。この

時 7月下旬と令和 9年度っていうことで書いてあったもんですから、ちょっとその辺でですね、も

う協定が終わってるのかなと思っておりまして、その辺でお尋ねしました。 

それから、あと資材関係もですよ、町内から資材調達ができないかどうか、その辺もですね、よ

ろしくお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 そういう、その細目についてはですね、優先交渉権がある大和ハウスさんと大体の測量とかして、

設計をされた後にどういう方向の企業の誘致になるのかもまだ皆目検討がされておりませんので、

極力そういうお願いはしてまいりたいと思っております。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3 番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 ちょっと話がちょっと前後したりするんですけど、送電線ですね、あの送電線をですよ、もう綺

麗にぴしゃっとこう決まってるんですよね、位置が。それがまだ高くなるか低いかということで言

われてますが、私あれがもう基準かなと思ってるんですけど、再度ちょっとお尋ねします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 この件につきましてはですね、業者さんがまだ基本協定後にですね、まずは説明会をして、測量

に入っていいかどうかということでですね、そこから相談してスタートしますので、中身について

ですね、それから以降でないとわからないというのが答えになります。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3 番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 今、総務課長が回答されましたが、送電線の施設はもう建ってますよね。今 2棟建っております。

私もこの間見てですね、2 棟建って、あと 1 か所が今から建とうかなとしているんですけど、たぶ

ん高さ的にもそれが終わりかなと思ってるんですけど、そういう、再度ちょっとお尋ねします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 
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○町長（岡田伊一郎君） 

 送電線高さはもう決まってきますけども、あと、その造成がですよ、どのくらいの高さになるか、

2ｍになるか 3ｍになるか、その辺もちょっと全く皆目わかりませんで、今度、まず測量の許可を得

てから入るということで。 

申し訳なかったのは、最初にポンと出たのが、もっと時期が早かったですよね。だからちょっと

遅れる。後ろ倒しになってましてですね、これ、本当に町民の皆さんにも申し訳なかったんですけ

ど一気に行けなかったっていう状況でございます。以上でございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 3 番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 たぶん最後の質問になるかと思うんですけど、2点ほど最後に。 

樋口から、頭首工から水路が蔵本の方の圃場整備に引っ張っておられると思うんですけど、最終

的にですよ、機械が入るぐらいの維持管理幅ぐらいは取ってもらいたいと思っておるんですよ。 

その分が一点と、それから、町民へのですね、説明がですね、なかなか話がこないっちゅうこと

で、全然わからないっちゅう声が大きく私の耳に入ってきておりますので、今、この時点ですよっ

ちゅうぐらい広報紙なりですよ、区長会あたりで説明ができないかどうか。 

それか、該当地区ですね、橋ノ詰、下三根、樋口、上杉、その辺、その関係地区だけでもいいで

すけど、その心配をしておられますので、よろしくお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 一回だけ、文書で、水田を作って良いのか、ものをやめたほうが良いのか色んな問い合わせがあ

りましたので、とりあえず全部耕作をしてくださいと、決まるまで。確定というか、そういうこと

が決まっていませんので、優先交渉事業者が決まっただけで、そういうことで、文書を出しており

ますので。 

 この前、樋口の町政懇談会があってそういう意見が出ましたので、そういう内容の説明をいたし

ておりますので。 

 懇談会というのは、まとめてするのは基本協議が決まらないと、まだ材料を出せるのがないもの

ですから、もう一回文書で出せと言われれば、そういう状況で、再度、まだ未確定ですので、こう

いう構想ということは出さなければいけないと思っておりますが、1 回文書で、手紙で配布させて

いただいたんですよね、そういう状況で。内容は総務課長に。総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 ご質問のお答えですね、町長が先ほど答えておりますけれども、基本協定を結ぶ前に必ず説明会

をするということでございますので、その基本協定の説明の日程をですね、三者協議しております。 

これは、町議会だけでなく県議会も絡みます。当然、大和ハウスさんの役員会議もありますので、

そこの日程がですね、とりあえず 9月末を目標にやっておりますけれども。 
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そういったことで、県議会が、若干どの時点になるかっていうのもありますけれども、そういっ

たところで、まず基本協定の締結日を決めれば、少なくともその前には必ず説明会を開くというこ

とでございます。 

中身がなかなかわからない中でですね、説明会をする、案内するというのができないものですか

ら、そこの見通しが大体たてばですね、できるだけ早めに、そういった説明会の案内をしたいと思

っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

これで、3番、構浩光議員の質問を終わります。 

ここで昼食のため暫時休憩します。 

 

暫時休憩（午後 0時 00分） 

再  開（午後 1時 12分） 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 引き続き一般質問を続けます。 

 次に、7番、口木俊二議員の質問を許します。7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 先に通告していました 3点について質問をしたいと思います。 

大きな 1番目、消防団の現状はということでしていきたいと思います。 

現在の消防団の定数は以前の定数に比べ相当数減になっていますが、一朝有事の出来事が発生し

た場合、非常に危惧するところであります。今は町内では建物火災や風水害も大事には至っていま

せんが、今年の 2 月 26 日岩手県大船渡市で発生した大規模山林火災では 2,900ha、そして 3 月 25

日には宮崎県でも 19haが消失をいたしました。町長にお尋ねします。 

（1）1 つ目、少子化の中で入団する若者が減ってきている現状の中、団員を確保すること自体が

厳しくなる中、今、町長はどのように感じておられるのか伺います。 

（2）2 つ目、有事の際、団員減少が続く中、活動が長引いた場合の対処法はどのように考えてお

られるのかお聞きします。 

（3）3番目、現在補助団員は 38名在籍していますが定数が減少する中、補助団員数は増えていく

のではと思っています。現在補助団員の待遇はどうなっているのか伺います。 

（4）4 番目、団員確保のため各分団では大変な苦労をされております。消防後援会も一緒になっ

て勧誘に奔走されている分団もあります。行政としても何らかの形で支援できないものかお伺いい

たします。 

2、2つ目、西九州させぼ広域都市圏ビジョンについて 

平成 31年１月 12日に連携中枢都市圏に係る連携協約書を交わされていますが、町民の方の中に

は西九州させぼ広域連携都市圏の存在さえわかっておられない方も多いのではないでしょうか。 

そこで質問をいたします。 

（1）1 つ町の HP で閲覧できますがパソコンやスマートフォンをもっていない方は情報が不足し
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ていると思います。皆が見やすい、わかりやすい発信ができないものか伺います。 

（2）2 つ目、令和 6 年 3 月に連携協約の一部改正がなされていますがどのような変更がなされた

のでしょうか。 

（3）3 つ目、8 月の初めの長崎新聞に第 2 期ビジョンにおける広域連携による周遊観光の推進に

ついて、2026 年度事業としてハウステンボスと連携した取り組みを検討していると掲載されてい

ましたが、8月 19日の新聞には 8月中に協定を結ぶことが示されています。東彼杵町も担当者が会

議に参加されたと思いますが、東彼杵町にも関りがあるものなのか伺います。 

 (4)構成市町による連携事業評価アンケート調査によると道の駅広域連携、情報通信インフラの

共同利用、人事交流制度による職員のスキルアップ・意識醸成等評価が低いように思われるが町長

はどのように感じておられるのか伺います。 

3、大きな 3番目、オスプレイに関する東彼杵町の対応について 

陸上自衛隊の輸送機オスプレイが 8月 12日千葉県木更津駐屯地から佐賀県の佐賀駐屯地に 17機

配備されたところです。日本が購入した時から騒音問題で物議を醸しています。この輸送機オスプ

レイに関して質問します。 

（1）1 つ、東彼杵町には直接関係はありませんが、佐賀空港に配備をされましたが、8 月 5 日に

大村市に飛行訓練で飛来しています。このような光景がこれから増えると思うと住民の方も心配さ

れると思いますが町長の考えを伺いたいと思います。 

（2）2つ目、今後、陸上自衛隊大野原演習場でも飛行訓練が行われる可能性も否定できませんが、

演習場周辺の住民は非常に危惧されていると思います。町長はこの件をどう思われているのか伺い

ます。 

（3）最後 3つ目、佐世保市や大村市には早くから訓練の通知が届いていたと聞いていますが、東

彼杵町にはそういった内容の通知文書なり連絡はなかったのでしょうか。大野原演習場を抱えてい

る東彼杵町にも連絡があって当然と思いますが、これをどう思われているのか伺います。以上で、

登壇しての質問を終わります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 それでは、口木議員の質問にお答えをいたします。 

 1 つ目の消防団の現状はについてお答えをいたします。 

1 点目の若者減少で団員確保が厳しい状況をどのように考えているかについてお答えをいたしま

す。 

水火災など有事の際に、出動していただく消防団員の数の減少は極めて深刻な状況であり、なん

とか団員数を確保する必要があると考えているところでございます。 

次に、2点目の活動が長引いた場合の対処方法についてお答えをいたします。 

本町は、県の本土の長崎県の中で本土の町では最も面積が大きく、その6割を山林が占めており、

大船渡のような大火になる恐れがございます。 

山林火災が発生した場合には、家屋火災等が発生した場合と同様、常備消防の後方支援として、

本町消防団と連携をとりながら、まず鎮圧鎮火に努めるようにいたしています。 
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それでも鎮圧ができない事態になることが予想、想定されるならば、県や自衛隊、近隣市町など

と締結をしている 5つの応援協定に基づき協力を要請したいと考えています。 

次に、3点目の補助団員の待遇についてお答えをいたします。 

補助団員に対しましては、年額報酬はなく、実際に出動した場合には、出動報酬最大 8000 円を

支給をいたしております。 

また、退職された場合には、退職報償金を支給しています。 

次に 4点目の消防後援会の支援についてお答えをいたします。 

消防後援会とは、消防後援会と定期的に町との連絡会議を設けて情報交換を行っているところで

ありますので、どのような支援が最も効果的であるのか協議を行い、考えていきたいと思います。 

次に、2点目の西九州させぼ広域都市圏ビジョンについてお答えをいたします。 

まず 1点目の住民の方が見やすいわかりやすい発信についてお答えをいたします。 

広域ビジョンの情報発信は、構成市町も同様な課題を抱えているようでございます。 

今後は、よりわかりやすい情報を、発信を行う必要があると考えていますので、佐世保市と連携

して、高齢者やお子様までわかるような内容で、広報紙を使って情報発信に努めてまいりたいと考

えているところでございます。 

次に、2点目の連携協約の一部改正の内容についてご説明をいたします。 

この件につきましては、令和 5年 12 月議会、議案第 71 号でご説明し、議決をいただいていると

ころでございますので、再度簡潔に変更点を申し上げます。改正点は大きく 2つあります。 

協定は、大きく 3つの取り組みについて連携することとなっています。 

1 つ目は、圏域全体の経済成長の牽引に関する取り組み、2 つ目は、高次の都市機能の集積・強

化に関する取り組み。3 つ目は、圏域全体の生活機能サービスの向上に関する取り組みでございま

す。 

それぞれの項目に関し、実施する施策を定めていますが、その施策に変更があった場合に、あら

かじめ議会の議決が必要となっているところでございます。 

変更があったのが、一番目の圏域全体の経済成長の牽引に関する取り組みで、新たに 2つの施策

が追加をされております。 

1 つは、産学金官民一体となった経済戦略の策定。国の成長戦略のための全体体制をつくるため

の体制整備という施策で、事業としては西九州させぼ広域都市圏ビジョン懇談会等の運営が加わり

ました。 

もう 1つが、圏域全体の経済成長の牽引に係る施策で、事業としましては、自治体新電力を活用

した GX 事業の構築及び圏域全体の認知度向上の業務である事業であります。 

次に、3点目のハウステンボスとの連携協定についてお答えをいたします。 

結論から申し上げますと、本町を含め構成全市町が関係をいたします。 

統合型リゾート施設 IR が不認定となり、IR を中心とした振興策がたち切れになる中、本年 3 月

28 日のハウステンボスで開催された協議会の折、高村社長が特別講演をなされ、検討が始まったも

のでございます。 

6 月 16 日には、高村社長ご自身が来庁され、連携協力について自ら依頼をされたところでござい

ます。 
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ハウステンボスを核とした収入観光の滞在期間延伸に向けた事業、観光コンテンツの開発、旅行

者を域内に呼び込むための事業など、ハウステンボスが一般社団法人の会社と設立して事業を進め

る計画となっておるところでございます。 

最後の 4点目、評価が低かった項目をどう考えているかについてお答えいたします。 

当初、各自治体の課題として挙げられ、連携事業として解決を目指しましたが、各自治体のレベ

ル、財政力、職員数など、事業実施にあたってはネックになったと考えています。 

第 2 期では、新規事業が 15 事業、完了等が 6、廃止 11、統合 4 となり、スクラップアンドビル

ドで 40 事業に圧縮して事業推進が図られます。 

これは、先ほどのハウステンボスとの連携も加わることから、大いに期待しているところでござ

います。 

次に、大きな 3点目の、オスプレイに関する東彼杵町の対応についてお答えをいたします。 

まず、1点目の住民の不安をどう考えているかについてお答えいたします。 

オスプレイに関しては、騒音問題や飛行ルートなどの安全確保などが様々な懸念があると認識を

しています。 

大石知事は、九州防衛局に対し安全確保、適切な情報提供、できるだけ住宅地を避けた飛行の 3

点を依頼をされています。 

本件の安全保障上の役割や重要性を認識すれば、協力しなければならないと考えますが、まずは

周辺住民の不安を取り除くことが先決ではないのかと考えているところでございます。 

次に、2点目の大野原演習場での飛行訓練についてどう思われるかについてお答えをいたします。 

演習場周辺の住民の方は、騒音問題や安全確保などについて特に危惧されていると思います。 

本町には、大野原演習場基地協力会という組織がございますので、まずはこの基地協力会や、周

辺地区住民に対し、九州防衛局が説明を行うことが第一だと考えています。 

次に、3点目の東彼杵町にも連絡がなかったかについてお答えをいたします。 

8 月 5 日に大村市に飛来した際は、本町への通報はなく、報道によれば、大村市にも前日の夕方

に連絡があったものの、時間帯など詳細な情報はなかったとのことです。 

東彼杵町には、その 3 日後の 8 月 8 日に詳細日程や日時は未定であるが、8 月 18 日以降に飛行

訓練を行う旨のメールが届き、データ放送でお知らせをしたところでございます。 

そうした中、昨日 3日の日に、九州防衛局から企画部長他 2名が来庁され、お話を伺ったところ、

九州防衛局としては、周辺地区住民の皆様へ説明をしたいので日程調整をお願いしたいとのことで

あり、9月中に調整することで、今準備を進めているところでございます。 

町としましては、昨日のうちに大野原演習場基地協力会の会長さまにその旨をお伝えし、調整を

お願いしたところでございます。以上、登壇しての答弁を終わります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 はじめに、消防団の件なんですけれども、少子化の中で入団する若者が減ってきているというこ

とで質問をしたいと思います。 

町長も深刻と思っておられるようですけれども、先日の 8月の最後ぐらいの新聞に、消防団員の
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入団団員数が全国で 73万人と出ておりました。過去最少を更新ということであります。 

なぜかというと、やっぱり入団するよりも、退団する団員が多いという東彼杵町の消防団に限ら

ず全国的にたぶんそういった状況が続いているんじゃないかなと思っておりますけれども、その中

で女性とか機能別分団員は今少しずつ増えているということで掲載をされていましたけれども、女

性はもうなかなか先頭立って、先陣切っていくような感じではありませんので、どうしてもやっぱ

り若い団員、若者がやっぱり入団してくれるのが一番いいんじゃないかなと思っておりますけれど

も、いかんせん私の地元の分団でも、私が入っていた時は 47 名定数がありましたけれども 10 名近

く減っております。 

なかなか団員だけでは勧誘は難しいということで、後援会にもお願いをされまして、一緒に勧誘

に回っていただけないだろうかということで、快く承諾をして、いつでも一緒に回りますよという

ことで、分団長にお話をしているところでございますけれども。 

なかなか我々だけでも簡単にはいかないなと思っております。やっぱりこの少子化の中で入団す

るということは今までの勧誘の仕方ではちょっと無理かなという思いもありますので、私なりに考

えたところですね、やっぱり地域貢献や災害時の活躍など消防団の身なりもそうですけども、かっ

こ良さを追求していって、そういうところを今後入団される若者にですね、アピールしていけばど

うかなという想いをしているところでございます。 

SNS や動画などを活用して、広く響く形で広報するような形で行政の方からもお願いが、行政の

方にお願いができないかなと思っておりますけれども、ちょっと町長の見解をお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 当然、今の若い人は、特に SNS 等を利用されておりますので、そういう発信の仕方を今後はやっ

ていかなければならないと私も考えているところでございます。 

そして、今度 1名ですね、入団者がまた決まりまして、途中移住された方ですけども、こちらで

また辞令を発表しますけども、新しくまた 1名入っていただいたということは非常に嬉しいことだ

ったなと思います。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 今 1 名入団ということですが、本団の方に入られたものか、どこの分団に入られたものなのか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

これは、4分団の方に配属されますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 今の女性消防団もおられますけれども、ちょっと私も確認をしておりませんで、今女性の団員の
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方は今何名おられますか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 7 名、今入団されております。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 今7名とおっしゃられましたけれども、今まではいろいろ免許とか、率先して東彼杵町は進んで、

いろいろ救助方とか率先して免許なども取らせていただいておったような気もするんですけれど

も。 

今もたぶん新しい団員はたぶんあまり入っておられないかなと思うんですけど、その新しく、こ

こ 2年、3年で入られた方でそういった免許の取得とか何とかをされているものなのでしょうか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 救命講習会とかですよ、参加をしていただいて、ずっと毎年新しい人にはしていますし、今度で

すね、ちょっとまた違うんですけども、うちの役場の方に、元消防局にいらっしゃった方が来られ

ていますので、その人たちがまた指導をしていただくのかなと思っております。これも女性の方で

す。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 そうですよね、女性の方はなかなか現場に、直接後方支援ぐらいでしか参加ができないと思いま

すけれども、今、救命講習とか何とか受けてると言われましたけれども、女性特有の何かあった時

に地域に出向いて、何といいますか、講師といいますか、何といいますか、そういったことを今ま

でされていたような気がするんですけど、今現在、そういった活動はされてないんでしょうか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 女性消防団の役割は先ほど申し上げました、町長が申し上げました救急救命とかですね、そうい

ったものを特にウエイトを置いてということで、今現在 7名おりますけれども、うち 3名が役場職

員でございますので、そういった部分ではですね、地域に出向いてということもですね、特に救急

救命あたりの地域での啓発とか、そういった部分については、佐世保市消防局と一緒に行動ができ
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ますので、そういった形でですね、女性消防団の活躍についてはですね、今後引き続き実施するよ

うに調整していきたいと思っております。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 わかりました。 

次、2 番目の有事の際、もし先ほど話をしました山林火災とか大規模火災が発生した時、その活

動が長引いた場合ですね、どのようにしたらいいものかということでお伺いをしましたけれども、

なかなか山林火災は難しいところがありまして、ずっと続けて何日もっていうことがなかなかたぶ

んできないと思いますけれども、私なりに考えてちょっとまとめたんですけれども。 

団員の負担軽減と持続性ということで、長期活動を目指して団員を一度に総動員せずに交代制で

活動するということや事故防止のための一定期間休養を与えるとか、家族や職場への事前説明とか

協力体制づくりとか、いろいろその他まだいっぱい、たくさんあると思いますけれども、そういっ

たことを頭に入れながら、分団長会議とかそういった面で町長の方からも話をされてはどうかなと

思っています。町長の考えを。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 山林火災に関わらずですよ、団員の方はまず第一に自分の命を守っていただきたいということで

そういうお願いをずっと新入団員の時からさせていただいております。 

と申しますのは、山火事なんか特にそうなんですが、上方に行ったら下から火が上がってきて、

逃げ場を失って危ない状況になる可能性がございますので、やはりそこは延焼を防ぐ形の消火の方

法もあるんじゃないかなと思っておりますので、そういうことを常に消防団の会議の時には、話し

させていただいておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 次に、3番目の補助団員が現在 38 名在籍をされておりますけれども、なかなか団員が増えていか

ない中、減っていく中、補助団員だけは、たぶん退団された方がまた入団される再入団ということ

で、今されておるような気がしますけれども、この補助団員、こういった小さな町では無理かもわ

かりませんけど、機能別ということがありますよね、補助団員の名前じゃなくて機能別。そこそこ

に応じた団員の活動ということでありますけれども、そういった分けるといった、分類するといっ

たらちょっとなんですけども、そういったことは、町長の頭の中には今のところも入ってないんで

すかね。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 まだ私、そこまで考えてなくてですね、補助団員の方は、とにかく日中の時にほとんど町外に仕
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事に出かける方が多いもんですから、そこの補佐っていうか、例えば消防車が出動する時に 5人乗

っていくためにも、そういう形でそういう補佐役を非常にお願いしております。補助団員の方は、

特に地元に残ってる方が多いものですから。農協とか役場とかにいる団員は出ますけど、他は若い

人は特に町外に仕事に行かれておられますので、そういう時の対応として、補助団員の方に特にお

願いをしたい考えておりまして、機能別まで今のところ考えるところではないです。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 そうですよね、そこまでは、小さな町では無理かなと思っておりますけれども。 

この補助団員、なかなか地元に、地元で仕事をされてる方も少ないと思いますけれども、もしも

火災とか何かあった時に、消防車を出動させる時に、もし現職の団員が集まってこないで、その補

助団員が初めに来る時、出動して来られた時に、どういった、各分団対応されているのか。その補

助団員は運転していいものなのか。たぶんそれは無理と思いますけども。そういった話は聞いたこ

と、町長、ありませんかね。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 補助団員の方もたぶん運転はできると思うんですが、極力その団員の方で対応するようにしてま

す。 

ただ、最初に火災初出動が出るのは消防署ですので、出てですね、やはり何といっても先に行く

のが消防署でございますので、後方支援に回って運転もお願いをして、誰もいない時にはお願いせ

ざるを得ないと考えているところでございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 そういった事例はあるんでしょうか、今まで。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 今のところ事例はちょっと私は聞いてないんですけど。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 そうですね、なるべくなら現職の団員の方に運転をしていただくのが一番かなと思いますので、

やむを得ない時は仕方ないかなと思っておりますけれども、団員数が減少する中でですね。 

次に、4 番目のなかなか減少する中団員確保が難しい現状であります。我々も後援会としても、

何らかの形でやっぱり支援をしていかなければならないかなと思っております。 

こういった後援会が勧誘に、今までは 1戸分団、2戸分団なんかはたぶん後援会と一緒にやって、
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後援会が真っ先なって勧誘されるというところの分団もありましたけれども、なかなかそこまでは

いかないで自分たちだけで勧誘を今まではしておりましたけれども、そういったこともたぶん今か

ら厳しくなるんじゃないかなと思っておりますので、先ほどもちょっと町長話されましたけれども、

もしできるのであれば、やっぱり行政としても勧誘、どういった勧誘の仕方があるのか、何か我々

にアドバイス的なものがあればですね、町長の考えをちょっと聞かせていただきたいなと思います。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 先ほども言いましたように、後援会としてはですね、例えば地域で構成されておりますので、ど

こどこに今適齢期っていいますか、空いておられる方がいらっしゃるとかですね、情報は後援会の

方からもらっておられると思うんですね。 

それともう一点は、消防団に入るっていうことはですよ、やっぱりまちづくりの一環になれるん

じゃないかということで、私は地区に出るたびにお願いをしておりますので、そういう形で後援会

としてのバックアップを是非お願いをしたいと思っているところでございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 そうですね、やっぱりなかなか入り手も今少なくなっている中、若者はいるんですけれども、な

かなか手を挙げて入団されるという方もちょっと厳しい今現実かなと思っております。 

そこら辺はですね、どういった、我々も勧誘の仕方が良いかなと思っていつも考えておるんです

けれども、ちょっと難しいところもありますんで、今からまた団員と一緒になってですね、考えな

がら各分団各戸分団、たぶんいろいろ考え方もあると思いますんで、我々もそれに沿いながらやっ

ていければなと思っておりますので、行政としても後方支援をお願いしたいと思っております。 

次に、西九州させぼ広域都市圏ビジョンということで質問をしたいと思っております。 

この連携中枢都市圏ということで、広域都市圏ビジョンということでありますけれども、広報紙

でもたぶん挙げられておると思うんですけども、町民の方はですね、我々はたぶんみんなわかって

ますけども、町民の方がこれなんやろうかということでたぶんまだあまりはっきりわかっていらっ

しゃらない町民の方もおられるんじゃないかなと思うんですよね。 

もうちょっと、先ほど町長わかりやすくと言われましたけれども、そういった取り組みが必要で

広報紙の中でもわかりやすい言葉を使って、この広域都市圏とはこういうものなんだよというのが

子どもでもわかるような、先ほど町長いましたけれども、子どもでもわかるような文言をですね、

今から作っていっていただかないと、年配の方もなかなかホームページとかなんとかも見れる機会

も少ないし、一番見れるとしたら広報紙が一番手っ取り早くて皆さん読んでいただけるかなと思っ

ておりますので、もうちょっとわかりやすいような感じで、専門的な政策用語を使うよりも、住民

の暮らしにどう役立つのかということを中心に説明をしていただければなと思っております。 

わかりやすく伝えるポイントですね、生活専門用語、生活目線で翻訳をして、住民にアピールす

る。 

例えばですね、やっぱり地域経済循環はお金を地域の中で回して、地元もお店や仕事を元気にす
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るとか、連携中枢都市圏は佐世保と周りの町がチームになって協力する仕組みなどと、わかりやす

い文言で説明をされた方がいいんじゃないかと思っておりますけれども。 

こういった文言もいろいろあると思いますけれども、今後こういったその説明を広報紙の中でも

していただくと助かるんですけど。町長、どう思われますか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 議員がおっしゃったように、佐世保市を中心に私たちが衛星都市みたいに周りを囲んでるんです

けども。 

もう例えばマルシェとかの物産展とかですね、佐世保市で行ったり福岡で行ったり、その全域の

ものを集めて多くのお客さんを呼ぶっていうことが進んでおるところでございまして、先ほど言い

ました、ハウステンボスとの連携も観光資源っていうのはハウステンボスだけではもう大体宿泊が

1 日から 2 日しかないと、もたないということで、周りを平戸とか、そういうのを回る。松浦、そ

ういうのもございまして、波佐見、それからやはり有田町も入ってますから、佐賀県のですね、伊

万里、焼き物とか、東彼杵町はそのぎ茶とか、川棚もいろいろありまして、海水浴場とかあるから

そこら辺のこの周遊をですね、とにかく西九州広域でやろうということで、ハウステンボスの社長

さんが立案されて、先日協定も結んだんですよ、ハウステンボスとその広域圏とですね。ハウステ

ンボスの中でやりましたので。 

今後わかりやすくするためには、まず、私、文字よりも写真とか絵がやっぱり皆さんわかりやす

いんじゃないかなと。文字は最近あんまりこう見られないもんですからですね。 

そういう形で引き付けていくような形で、わかりやすく、目で見るような形で工夫ができないか、

ちょっと今考えているところでございますので、そういう方向で進めさせていただきたいと思って

おります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 今 10 市町ですかね、協定を結ばれているところが。その中で、東彼杵も 3 町がありますけれど

も、このビジョン、広域連携の中で、3 町で、他のちょっと市町別にして 3 町で何か自分たちで良

い案を、何ていうか、模索するというか、そういった話は今までにされていないんでしょうか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 今ですね、波佐見町で色んな催し物がある時に、東彼杵町からも物産でお茶屋さんが出てます。 

今度、新幹線の 3周年開業式典ですかね、それも波佐見町に一緒に出て、波佐見焼とか色んなあ

れがありますから、お茶とか川棚町のかりんとう饅頭ですかね、そういうのも含めて、3 町では連

携をしておりまして、今後そういう形で、ふるさと納税も今ちょっと協議をさせていただいてるん

ですが、波佐見焼とそのぎ茶と川棚の何かお菓子とかですね、郡で、その相乗効果で盛り上げてい

こうという話はもう着々と進んでいるところでございますので。 
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例えば、東彼杵町だけおき上がって人口が増えるとかっていうのはもうあり得ないんですね。全

体が人口が減ってるもんですから。 

だから、そういう相乗効果で盛り上げていこうと。まず一番目にできるのは郡。東彼杵郡が一番

元々の歴史もありますし、学校、中体連なんかもそうですけど、教育も消防も全部そういう形で 3

町でやっていく実績がありますので、そういう形で進めていこうという話をして、具体的に進めよ

うと今考えてるんですよ、特に、ふるさと納税につきましてはですね。そういう形でございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 安心しました。たぶん、この 10 市町だけで話をされているのかなと思ってましたので、3町一つ

になってですね、良い方向に持っていってもらえばなと思っております。 

これちょっと資料ですけれども、請求した時に、今道の駅が来場者が 88万人、目標の 93万人ま

ではもうちょっということで説明書が書いてありましたけれども。 

佐世保と連携してハウステンボスとか連携しながら道の駅と周遊ですかね、そういったことも話

はされてるんですかね。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 そういう連携をですね、今から進めていこうということで、ハウステンボスの社長さんがもう中

心になるということですね。行政よりも民間主導でやりたいということでございますので。 

うちも田舎ですけども自然景観。特に千綿駅なんかもそうですけれど、有名になりつつあります

ので。 

そういう形で、東彼杵を回って川棚、波佐見、それから有田、伊万里。その含んで全部ですので、

広域圏ですから。そういう形で、周遊観光をまずさせていただきたいということで協議をしている

ところでございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 このビジョンの方の4番目の構成市町による連携事業評価アンケート調査ということで、資料を、

資料っちゅうか見ておりましたら、職員のスキルアップ、意識、情勢等、評価が前回の調査では低

かったような感じで説明をされておりましたけれども。 

役場も、当町も職員数が少なく、定員を大きく下回っているということで、余裕がなく交流につ

いては取り組みができていないと、返答を頂いておりますけれども、地域プロジェクトマネージャ

ーさんもおられます。民間経営者を会計年度ということで、職員のスキルアップを図りたいと書い

ておりますけれども、職員同士の講習、講習「・研修とか、そういったものはやっぱり職員不足で人

数不足で今やられていないんですかね。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 
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○町長（岡田伊一郎君） 

 職員の交流も今のところちょっと少なく、あんまり活発にできてないんですが、まず私が考えて

ますのは、広域圏の前に 3町で職員の人事交流がまずできないのか、その辺も含めてですね、スキ

ルアップのためにそういうのができればなと思っておりますので、今後、会計年度任用職員の人も

そういうスキルアップのための人を採用したりしてですよ、職員に情報を提供していただいて、ど

ういう効果があるのかですね。 

やっぱり、うちの町だけで固まってしまうのもよくないんじゃないかなと。大きな都市圏では国

に行ったり、県に行ったりして交流をされてますけど、うちはそこまでまだ余裕がなくて、この前

一度だけ女性の課長の方を県で、うちの職員を県にやったりしてましたけども、そうじゃなくて、

まず 3町でなんとかできないのかなと。うちの町の出身の人も波佐見にいらっしゃいますし、川棚

もいらして、波佐見の人もうちに、川棚の人もうちに来たりしていますので、その辺も含めて、全

然知らないよりも元々東彼杵町の人が波佐見役場に行ったりしてですよ、交流できないのか、今模

索中でございまして、今後、本当に広域人事も含めて考えれば、職員も緊張感が出てきて、マンネ

リ化が防げるんじゃないかなと思っているところです。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 そうですね、大いに研修交流をやっていただければなと思っております。 

次に、3つ目のオスプレイについて質問をさせていただきたいと思います。 

8 月 5 日に大村市に飛行訓練で飛行をするということで新聞にも載っておりますし、実際飛んで

きたように聞き及んでおりますけれども。 

18 日から 25 日までやったですかね、松浦とか大村に飛んで来るということで、私は実際まだ見

たことはありませんけれども。 

そういったことで、東彼杵町は、1、2、3 もまとめてちょっとご質問させていただいていいです

かね。 

東彼杵町には大きな演習場が、大野原演習場がありますけれども、直接佐賀の駐屯地とは関係あ

りませんけれども、今からたぶん今後増えると思うんですよね、佐賀駐屯地でも離着陸訓練が。 

今からですね、今後、オスプレイ自衛隊による年間最大約 1 万 7,000 回の離着陸が年間ですね、

予定をされているということで、うち夜間も約 1,300 回見込まれているということであります。 

東彼杵町においても、日常生活への騒音影響が懸念されるということで、オスプレイは過去にも

何回となく事故が発生をしておりまして、近隣でですね、事故が起きた場合の東彼杵町にもたぶん

影響がゼロではないと思いますけれども、こういった時ですね、やっぱり何らかの形で協定なりな

んなり結んでおかないと、もし佐賀県で発生した場合はたぶん関係ないと思いますけども、町内・

県内でそういったことがあればですね、東彼杵町は特に隣りでありますし、一番危険な場所でもあ

りますし、そういったことはまだ町長の頭の中にはそういったところまで、まだ今後でしょうけれ

ども、そういったことはまだ考えておられないんでしょうか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 
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○町長（岡田伊一郎君） 

 実は昨日お見えになった時にですね、そういう話をされまして、まず騒音問題もどのくらい音が

するのかさっぱり私たちもわからないし、ただ、相浦とか大村に来た時にあんまりそこまではなか

った、音がですね。 

といいますのは、飛行ルートは発表できませんけども、やっぱり民家に近くなれば高度な、その

高さがものすごく高いところを飛んで音があんまりしないようにするっていう話でした。 

それと、やっぱり一番心配、町部特にそうなんですけど、その事故だそうですね、危険が上がっ

ているのは。 

しかし、それはもう極力そういう形で大量輸送の飛行機というか、オスプレイでございますので、

その辺を十分配慮しながらされるんですが、東彼杵町を飛ぶ時には、極力、佐賀空港から来る時に

ですよ、民家とかあんまりないもんですから山側を飛ぶし、あとはですね、ちょっとルートはあん

まり明確にできませんけども、目標は目視で操縦をされますもんですから、行く時に、移動する時

に道路とか、そういうのを民家を避けて飛ぶような目標でしてるということでございまして。 

私は、ひとつはいざという時に、水陸機動団の輸送だけではなくて、災害派遣出動の時にもこの

オスプレイが有効な手段だそうでございますので、一気に大量で早い速度で給油もしなくて長距離

も運べるということでございますので、そういう形で皆さんにもご理解をいただければなと思って

おります。 

ただ、事故だけはですね、注意を十分するということでありますが、それはわかりませんので、

そういう時にはどう対処されるのか、これはまた防衛局の説明の時に、向こうの大野原演習場の協

力会、皆さんに説明をするということでございますので、9 月中にですね、その時そういう質問も

また来ると思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 そうですよね、私も知り合いが遠目におりまして、そういった話をよく聞きます。 

我々よりも、ここら辺よりも、やっぱり大野原演習場の近辺の方が一番ご心配されていると思う

んですよね。特に、事故、騒音、ホバリングとか、もし大野原演習場だったらずっと音が響きます

から、あれは。テレビで見とっても音が、結構大きい音が出ますんで、そういったところをたぶん

危惧されているのかなと思っておりますんで。 

ただ、説明が今からたぶん説明をされるということで、十分にですね、地元の方に納得できるよ

うな説明、質疑応答ですね、していただきたいなと思っております。 

最後にですね、直近の、私は防災、東彼杵町の防災計画書は確認をしておりませんけれども、東

彼杵町でも万一の事故に備えて防災計画に航空機事故対応を盛り込み、避難ルートや消防団、医療

関係との連携強化を図っていただきたいと思っておりますけれども、ちょっと町長の見解をお願い

します。 

○議長（浪瀬真吾君） 

町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 
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 当然そういうことも視野に入れながら防災計画もしていかなければいけないと思っております。 

ただ、私、昨日防衛局からお見えになった時にお話を申し上げましたのは、やはりさっき言われ

たように、訓練をする時に音がひどく、ものすごく出る可能性もありますですね、通常は高度の高

い 500ｍぐらいもっと上を飛ぶようなお話でしたのでですね。 

だから、そういうプロペラを変換する時にどうなのか。ただ、駐屯地がある所はもう説明をずっ

と終えて来られてますので、色んな意見も集約されておりますので、具体的にそういう話をされる

と思うんですね、うちは。今のところ大野原演習場の離着陸がどうなのか、その辺をですね、どの

くらいの回数になるのかですね、その辺も含めて説明会で、特に地域周辺の方で。 

今までも、オスプレイから離れますけど、実弾射撃で音がもう、窓が割れるぐらい響くとかとい

うのがあって、あと火薬の量とかですね、その辺もずっと調整をさせていただいて、大村の駐屯地

でですね。そういうことで要望もしておりますので、その辺を含めて。 

実は、町としましても私が要望したのは、そういう何らかの、民家のそういう騒音防止とかです

ね、その辺の助成みたいな、国の。大村は特定地域で補助がつくようになってですね、今、佐世保

と西海、そして大村。全国的なもので何百か所とかあるそうでございますので、うちも何らかその

辺にたどり着けないか今度防衛局の方にもですね、お願いをと思ってるんですよ。やっぱり騒音を

防止するための何らかの支援ですよね、助成。その辺も含めて今後私のちょっと協議をさせていた

だきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 7番、口木俊二議員。 

○7番（口木俊二君） 

 よくわかりました。町民が住民がですね、安全安心で暮らせるような仕組みづくりを作っていた

だきたいなと期待をしております。 

この中でちょっと何点か質問しましたけれども、半分ぐらいは ChatGPT で考えながら私もやって

みました。以上で終わります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 これで、7番、口木俊二議員の質問を終わります。 

 暫時休憩します。 

 

暫時休憩（午後 2時 01分） 

再  開（午後 2時 13分） 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次に、5番、大安義和議員の質問を許します。5番、大安義和議員。 

○5番（大安義和君） 

 質問する前に訂正をお願いします。 

大きい 2 番の（2）備蓄箇所は町の公民館 14 か所。これを抹消し、町内の公民館ということで、

修正をお願いします。 
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それから、次のページ、（4）の項目は以下に続く（5）の前文でございますので、（4）の非常品目

からのは、（5）の冒頭に挿入ということでお願いします。 

それから、（6）アルファ米の期限が 2026 年 6 月となっておりますけど、7 月に訂正お願いしま

す。以上よろしくお願いします。 

それでは、通告書に基づいて、質問をさせていただきます。 

1、地域自治区制度における「区長」について 

東彼杵町には 34 地区の自治会があり、それぞれに区長が選任されています。区長の役割は、大

きく分けて 2 つあるといわれています。1 つ目は地域における課題解決、地域活動の主幹としての

役割と、2つ目に町と地域・町民とのパイプ役としての役割です。 

また、地域によっては、別途、総代等の役職を置くところもあり、その場合の区長は前述の 2つ

目の役割が主体となるものと思料されます。 

そこで、町長にお尋ねします。 

(1)本町における区長の選任と解任はどのようなシステムか、また、任期は何年でしょうか。 

(2)町長も、地域によっては区長の担い手がいないという声を聞きおよびではないかと推察しま

すが、区長は回覧制度を利用して広報物の配布をされています。また、スポットとして「選挙時の

立会人」・「民生委員」・「農業委員」等の推挙の要請もあるようですが、この 3つだけとっても、責

任の重い要職です。 

 このような任務を負う人の推挙をしなければならないというのが、区長の負担の要因の一つにな

っているものと考えますが、町長はどのように思われていますか。また、この他に区長にはどの様

な役目があるのかお尋ねします。 

2、公民館等に備蓄されている「非常用」と称されている品目について 

本町は、非常用と称されている品目を公民館等に備蓄されていますが、町の所管する部署に確認

しましたところ、2021年度（令和 3年）における「新型コロナ感染症対応地方創生臨時交付金」を

活用したとのことでした。 

この交付金の Q＆A によれば、対象事業については新型コロナ感染への対応として、効果的な対

策であり地域の実情に合わせて必要な事業であれば、交付金の使途については制限はないとされて

います。 

そこで町長にお尋ねします。 

(1)この交付金の総額と、その使途が本町では何故「非常用品目」だったのか。 

(2)備蓄箇所は、町内の公民館に限定しているのか。 

(3)備蓄に当たっては、区長並びに地域の代表者等への運用等について、周知徹底を図られたも

のと推察いたしますが、その際の本町のルールはどのようなものだったのか。所管部署は、地域に

運用等は任せているとのことですが、2021年の備蓄開始から各地域へのリサーチや点検は、定期的

に実施されたのでしょうか。 

(5)非常用品目は「飲料水」・「非常用圧縮毛布」・「アルファ米」となっています。 

非常用圧縮毛布は、納入 2021 年 3 月と記載されているだけで製造年月日の記載がなく、この毛

布はいつまで使用できるのか、使用した後は持ち帰らせるのか。 

(6)飲料水は 2026年 6月 30日、アルファ米は 2026年 7月の賞味期限と記載されていますが、残
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すところ 1 年を切っています。このような賞味期限を切った品目の処置はどうされるのか。以上、

登壇しての質問を終わります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 それでは、大安議員の質問にお答えいたします。 

まず、大きな 1番目の地域自治区制度における区長についてお答えをいたします。 

1 点目の選任と解任と任期の件にお答えいたします。 

区長につきましては、昭和 58 年 3 月に設置した東彼杵町事務連絡に関する規則をもとに配置し

ています。 

選任と解任は、同規則第 2条第 3項に基づき、地区住民の推薦により、町長がこれを委嘱すると

しており、地区に依頼をしております。なお、委嘱期間は 1年間です。 

次に、2点目の区長の負担に対する考え及びその他の区長の役目についてお答えをいたします。 

区長設置の目的は、東彼杵町事務連絡に関する規則第 1条に「地域住民の自治組織との連携を密

にし、町行政の民主的かつ効率的な運営を図るため」、各地区に区長を設置するとし、同規則第 3条

では、区長は「行政上必要とする事務について、地区住民との連絡調整を行う」としています。 

毎年 4月開催の区長会では、町から伝達するお知らせ等の担当地区内の住民への伝達及び毎月の

広報紙等配布物の各世帯への配布。 

次に、町に対する地区の要望事項の進達に関すること。 

次に、防災や防犯等、地域住民の安全に関する情報の伝達に関すること。 

次に、産業、保健、環境、福祉、教育文化など町行政の推進に関する施策への協力、その他、町

長が特に必要と認めること。この 5項目を主な役割としてお繋ぎをしています。 

現在では人口減少、少子高齢化の進行により、産業、教育文化など様々な分野で担い手不足が叫

ばれております。区長さんも同様であろうかと拝察いたします。 

そういうこともあり、なんとか負担軽減を図りたいと考えているところでございます。 

まず、令和 6年 3月には、負担軽減策として、区長会の開催、回数、開催時間に関するアンケー

トを実施をいたしました。 

その結果、開催回数は現行のままの 5回が 42％と最も多く、開会時間もそのままの 15時 30 分と

なったところでございます。 

令和 7年度におきましては、区長配布の軽減に向け、ITを使ったモデル事業の実証実験に協力い

ただける地区を募集し、紙での配布物と共用し、配布物のデジタル化を目指しています。 

さらに、来年度から広報紙の発行を 2か月に 1回にするなど、経費、労力面を見据えた政策や改

革や、各種委員などの募集スケジュール等も現在作成し、少しでも負担軽減に繋がるよう考えてお

るところでございます。 

区長の皆さまは地区と行政を繋ぐ重要な仕事をお願いしており、欠くことができない重要な役職

であります。 

これからも区長皆さまのご意見等を頂きながら、負担軽減を含め調整を進めてまいりたいと考え

ておるところでございます。 
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次に、大きな 2番目の公民館等に備蓄されている非常用と称される品目についてお答えをいたし

ます。 

まず、1点目の臨時交付金の総額と非常用品目であったかの理由を説明いたします。 

臨時交付金の総額は 2 億 7900 万でした。非常用品目であった理由は、新型コロナの影響拡大が

懸念される中、災害等で避難所を利用するに至った場合のことを想定し、非常用品目といたしまし

た。 

次に、2点目の備蓄箇所はについてお答えをいたします。 

34 地区中 31 地区に配置をいたしております。 

地区公民館等の施設的に配置ができなかった 3地区については、総合会館、農村環境改善センタ

ー、旧大楠小学校など町の施設に分散保管をしているところでございます。 

次に、3 点目の、備蓄品の運用ルールはどのようなものか。また、定期的に点検しているのかに

ついてお答えをいたします。 

使用があった場合、町に報告をしていただくようお願いしていますので、町として定期的には点

検はしていません。 

次に、5 点目の毛布はいつまで使用できるのか、使用した後持ち帰らせるのかについてお答えを

いたします。 

消耗品でありますので、使用できるまで使っていただきたいと考えています。 

もしも破損等で使えなくなった場合は処分していただいても構いません。備品として適切に管理

していただきたいと思います。 

最後に 6点目の賞味期限を切った品目の処置はどうされるのかについてお答えをいたします。 

賞味期限ではなく、消費期限となりますが、その 3か月前を目途に地区に処分の案内をしたいと

考えています。 

地域の防災啓発の観点から、地域で有効に活用いただければと考えているところでございます。

以上、登壇しての答弁といたします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 5 番、大安義和議員。 

○5番（大安義和君） 

 区長制度についてお尋ねします。 

地域によっては区長複数回されるところもあるようですが本町における実態を伺います。よろし

くお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 お答えしますが、まず地域のその選び方についてはですね、いろいろな方法があられると思いま

す。例えば、年齢順とか、順番とかですね、小さな地区ごとに。そして、任期数につきましても 3

期とか、そういう形で、多くされることもありますが、大概 2年交代でのが多いようでございます。

以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 
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 5 番、大安義和議員。 

○5番（大安義和君） 

 区長の中には選挙の立会人や民生委員及び農業委員の推挙業務があることすら知らなかった人

もいました。 

選挙人の立会人が見つからなかった場合は、とどのつまり区長が自ら立ち合いになる。このケー

スもあったようです。 

このようなことは区長になられた方々に対して、町当局の説明がなかったのか不足だったのか。 

また、前任の区長の任期中に選挙がなかったり、民生委員の任期満了に当たらなかった場合は、

その時の区長は推挙するという業務の経験がないので、後任者への引き継ぎにおいても、このよう

な業務の話はなかったと推測します。 

ですから、新しく新任された方がそういう仕事も知らなかったということが出ているということ

に繋がるんではないかと思います。 

また、今年は国勢調査が行われる年であり、国勢調査員の推挙という仕事も発生しました。よっ

て区長は、この人選にかなり苦慮されたのではないかと推察します。 

と言いますのも、国勢調査員には守秘義務という罰則があり、この負託に応える人を人選すると

いうことについてはかなり悩まれたというふうに推察されますし、私も数名の方から相談を受けて

おります。 

よって、特に新任の区長の方々には、レギュラーの業務、それからこういうふうにスポットの業

務の周知を図るために、やはりきちっとオリエンテーションを実施する。 

また、区長の中には年間スケジュール表なるものがあれば助かるとの意見もありますが、町長の

見解をお示しください。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 確かにおっしゃるとおりでですね、今後そういう仕事の内容とか、もっと詳細に区長会、この 4

月がそうでございますけど、その時はお配りをさせていただいて、あと年間スケジュールといいま

すか、そういうのも示していくのは本当に必要だろうと思っております。 

と申しますのは、本当に皆さん仕事を持ちながらされてる方もいらっしゃってですね、なかなか

なり手がないというのをお聞きをいたしておりますので、そういう人選をする時も問題がございま

すので、今後はそういうシミュレーションみたいなものを作ってですね、4 月に、もう全部大体わ

かっておりますので、そういう形で。 

ただ、突発的なことが、スポット的な選挙の時とか何とかというのはまた別枠で作るような形で

総務課で作成をさせますので、よろしくお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

5 番、大安義和議員。 

○5番（大安義和君） 

 最後の質問です。 

関連でお尋ねします。 
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民生委員の年齢制限を75歳のようですが、これは法令等による年齢制限等があるのでしょうか。

地域によっては 75 歳を過ぎても、明朗快活な方も少なくありません。 

もし、このような年齢制限等が緩和されれば、区長の推挙業務の軽減に繋がると思いますが、町

長の見解をお示しください。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 75 というのがですね、法律というか、決まってまして、そこまでで一応、今お願いをしていると

ころでございまして、なかなかこうなり手の方がいらっしゃらなくて、これを町としても苦慮して

いるところです。 

ある地区はもう 1年間ほとんどいらっしゃらなかったということですね、兼務をされるところも

ございますので、本当に今後どういう形で、人口が少なくなってくればですね、地区のあり方も含

めてやっぱり検討していかなければいけないのじゃないかなと思います。 

人口がだんだん減ってしまえばですね、かなり厳しい状況でございますので、十分そういうのを

研究をしていきたいと思いますが、決まってるところの75はもう上位の決まりでございますので、

よろしくお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 5 番、大安義和議員。 

○5番（大安義和君） 

 大きい 2番の公民館に備蓄されている非常品目についてお尋ねします。 

ある公民館は備蓄するスペースがないため先ほど町長がご説明のあったとおり、旧大楠小学校等

に置いているとのことですが、この場合、公民館等に避難する方々が備蓄品をそこまで取りに行く

のか。また、もし取りに行くとしても、当然施錠されているだろうからその入口の鍵等々について

は、区長が負担しているのかどうか、町長にお尋ねします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 公民館に備蓄していない地区は 3地区ございます。金谷、東宿、西宿でございます。 

それと、一部、木場の農事研修施設の一部については備蓄してない部分がありますけれども、も

し有事の際はですね、こちらの方の町の施設に保管してますので、こちらの鍵を預かっておりまし

て、臨機応変に対応したいと思います。 

こちらで職員が鍵を開けてそのまま届けるというスタンスで考えております。以上でございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 5 番、大安義和議員。 
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○5番（大安義和君） 

 今の回答ですけれども、有事、いわゆるスクランブルの状況の中で、町の職員が出るということ

でよろしいですか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

町職員が各地区の公民館、各地区といいますか、先ほどの備蓄品を持たない公民館に届けるとい

うことです。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 5番、大安義和議員。 

○5番（大安義和君） 

 期限切れに対しての回答を町長がされましたけれども、再度入れ替えされるのか。その場合は、

国県の予算的支援はあるのでしょうか。もし、支援がない場合、各自治会の予算で入れ替えをしな

ければならないのかお尋ねします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 当然入れ替えの時は各自治会じゃなくて町が責任を持ってやっぱりやらなければいけない。これ

はもう防災でございますので、そういう考えでおります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 5番、大安義和議員。 

○5番（大安義和君） 

 そういうことであれば、先ほど 2億何千万という話がありましたが、これはまた予算計上される

わけでしょうか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 これはですね、その備蓄品だけじゃなくて、色んな、総額、コロナの時のいろいろお金を使った

分の総額でございまして、2億円はそこだけが掛かりませんのでよろしくお願いします。41事業あ

るそうでございます、網羅すればですね。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 5番、大安義和議員。 

○5番（大安義和君） 

 入れ替えをされる場合は、備蓄場所は現行どおりですか。 
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○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 先に防災だけのあれは約 1000 万掛かるそうでございますので、今、やられるところにまた入れ

替えをするということでございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 5番、大安義和議員。 

○5番（大安義和君） 

 ある公民館の備蓄品の 2025 年 8 月末現在の使用頻度を調べました。 

アルファ米備蓄数 672 食、使用数 36、使用率約 5.2％、水、備蓄数、これは 500ml でございます、

336 本、使用数 14 本、約 4.2％の使用率。 

それから、圧縮毛布 70枚、使用数 3、約 4.3％、使用率が低いのは見方によっては避難するほど

の災害も少なくて、比較的安全な 4年間だったとも言えると思います。 

このような状況の中で、再度同じ数量を備蓄されるかどうかお尋ねします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 災害っていうのはですよ、いつ来るかわからないし、今のところはそのタイミング的に長期的に

避難するところもありませんでしたけども、同じ数ぐらいはやっぱり備蓄をしていかないと、もう

地震も当然考えられますけれども、今のところ東彼杵町はですね、たまたま線状降水帯があんまり

発生してなくて、高い山がないからかなと思うんですけども。他の地区はちょっと被害を、佐賀県

とかですね、回り込んで雲が上がるというところもございますので。その辺を含めて検討していか

なければいけないんですが、この備蓄っていうのは、そういう形でやっぱり確保していかなければ

ならないと思います。 

ただ、人口の減少等もまた考えていきながらですね、どのくらいになるのか考えていきたいと思

っております。総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

当時ですね、購入した時の基準根拠というのをですね、お知らせをいたしております。 

まず、配布の大前提目安としまして各地区の人口の 20％と考えております。各地区の人口の 20％

と考えております。 

毛布についてはですね、そのまま 20％をかけまして、保存水につきましては人口の 20％の 1 日

3本で、それを 3日間ということでこの計算になっております。 

同様に非常食、アルファ米ですけれども、人口の 20％掛ける 3 袋といいますか、3 食ですね、3

食の 3日間ということで、これを根拠として購入をいたしているところでございます。 

一次避難所、二次避難所ということでありますけれども、緊急避難所ではありませんので、一次

避難所、二次避難所という考え方でですね、配置を考えております。 
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将来的に購入をする場合ですね、今回の結果をもとに再度どのくらいが必要なのかということで、

全体の数として、例えば、先ほど旧大楠小学校とか総合会館とか他に一定程度備蓄する格納庫が確

保できれば、そこに一定程度格納しとって、各地区で必要に応じて配布するということもですね、

今後考えながら次期の購入については考えていきたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 5 番、大安義和議員。 

○5番（大安義和君） 

 今、町長が言われたとおり、災害はいつ来るかわかりませんので、その考え方について私も賛同

いたします。備えあれば憂いなしと、この憂いに対する備えですので、そこら辺は私も同調いたし

ます。 

先ほど、使い終わった分については地域におまかせするということでございましたけど、ちょっ

と私も勉強不足と思いますが、災害の常備品のそういう無償とか、格下げとか、等は、地方自治法

の 237 条 2 項に抵触しないのか。 

もし抵触するということであれば、議会の議決が必要となると思われますが、町長の考えをお示

しください。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 その辺がですね、どこの町もやっぱり期限が来たのは、例えば子ども食堂とか、そういうとこに

分配したりしておりますので、これはちょっとよく調べなければいけないんですけれど。もしその

抵触するならやっぱり議決とか受けながら処分をし、法律に基づいてしなければいけないと思って

おります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 5 番、大安義和議員。 

○5番（大安義和君） 

 アルファ米は、と水を廃棄処分せずですね、選択肢として食品ロスとか、貧困の大きな活動をし

ているフードバンク等の相談方法もあると思います。 

また、期限切れの毛布を扱う公益法人もあるようですが、町長、どうでしょうか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

そういう有効利用をされるところにですよ、当然、やっぱりお金を、税金を使ってやってるもの

ですから、そういう方法にまた援助されるような形でいきたいと思っております。 

○議長（浪瀬真吾君） 

5 番、大安義和議員。 

○5番（大安義和君） 

 最後になりますけど、お手元にこういう資料、議員の方はタブレットの中に入れております。 

これ、備蓄場所とアルファ米 4 品、山菜おこわ、赤飯、ごもく、わかめ。開封します、これは、
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郷総代とかに許可をいただき、また区長にもご報告して、実は試食をしました。 

それで、ビニール袋のところを開封したらですね、こういう感じでジッパーがついてるんですね。

これを締めて、水の場合は 15 度で 50 分。お湯の場合は、ポットを使ったんですけど 15 分という

ことで試食をしました。 

ただ、心配だったのは、昨日 14 時ぐらいで公民館の外の気温が 31.5 度、約。室内が 37 から 38。

このこういう環境の中で 4年間を経過しているということで、この水を飲むということと、このご

飯を食べるということは若干私も躊躇したんですけども試飲し、アルファ米も試食しました。 

飲料水については、但し書きが記載されておりまして、「不純物を極限まで取り除いた純粋で長

期保存に耐え、赤ちゃんのミルクや高齢者、疾病者にも安心して飲みいただけます」と、この言葉

を信用して飲んで食べました。 

結果、違和感もなく水は飲めました。アルファ米は味は美味しかったんですけれども、水道水、

水 15℃っちゅうことですけど、温度計持ってなかったもんですから、水道水を使用して 50 分後に

試食しました。 

美味しかったんですけども、硬い米粒が残ってて、噛む時にやっぱり違和感がありました。おそ

らく水道水の影響だと思うんですね。 

それから、わかめご飯の方はお湯のポットを注いで 15 分後に試食しました。これも味は問題あ

りません。しかし、若干硬い米粒があるということでございます。しかしながら、個人的には非常

用としては存分であると思います。 

よって、今後は、地域の代表者等と試飲や試食を行い、地域住民の周知徹底を図ることが急務と

思われます。以上で私の質問を終わります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 これで、5番、大安義和議員の質問を終わります。 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

 

 

散  会（午後 2時 42分） 
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